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平成27年予算審査特別委員会議事日程（第２号） 

 

平成27年３月18日（水）午前10時00分 開 議 

日程 議 案 番 号 件 名 

第１ 議案第５号 平成27年度伊江村一般会計予算 （質疑・討論・採決） 
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○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ただいまから、予算審査特別委員会を開会します。 （開議時刻10時00分） 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 日程に入ります。 

 日程第１ 議案第５号 平成27年度伊江村一般会計予算を議題とします。 

 前日に続きまして、歳出３款民生費。22ページから32ページまで。１番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 きのうに引き続き、戦後70周年記念事業について、１つ２つ私なりの提案をさせていただきたいと思いま

す。 

 第１番目には、これだけ村民の皆さんが向こうに御迷惑をかけたということもありまして、またそういう

迷惑をかけた皆さんがそろそろお亡くなりになるし、後継ぎの10年というと、きのうも申し上げましたけれ

ども、もう向こうに行ける方々がいらっしゃらなくなるということは御存じだと思うんですけれども、そう

いうことで、向こうへの最後だということでお世話になったということで、向こうの育英会だとか、社協と

かに寄附を村民から募るということ。そして行くときのフェリーの中で皆さんからまた募金を集めるという

ふうにして、村民のこの役場が予算をとってやるというのは、私はあまりあれだけど、村民の皆さんの意思

で金を募金をして、例えば１カ月ぐらい前から文書を村民に通知を出して、公民館あたりで募金箱を置いて

おくから、いくらかでも募金していただけないかという、そういうふうにして金を集めて向こうのほうにこ

れまでの感謝の意を表するというのか、そういう意味でのやり方のひとつ。１点。 

 それともうそろそろ向こうでの世代がいなくなるというふうに申し上げましたけれども、今の役場の皆さ

んにももうそういう世代はいらっしゃらないわけですよね。というのは、当時建設するころには、向こうで

碑をつくるころは、内間亀吉さんとか、そういう向こうで実際に実体験をした方々が役場にいらしたわけで

すので、そういう方々からお話を聞くこともできたんですけれども、中学校の皆さんにぜひこの行くときに、

日帰りになると思うんですけれども、船に乗っていただいて、その行くときに、「昔はこうこうだったよ」

という話を船内でも話を聞くし、向こうで実体験として、向こうの皆さんからもお話を聞くと。そういう戦

後の苦しかったことももう忘れかけようとしていることを語り継ぐという意味でも、そういう中学生にも船

に同行してもらったらどうかなと、私は考えていますけれども、その辺どういうふうに教育長はいらっしゃ

らないから、村長でいいですかね。どういうふうに考えるかですね。この２点について、お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 お答えをさせていただきます。 

 まず１点目のこれまでお世話になった部分をちょっとした心づくしといいますか。そういうことで、この

村民あるいは関係者からその辺の部分を募って寄附をされたらどうかということですので、その辺、そうい

うことでできる方向性で内部で努めてみたいと思っております。村としても多少の小さい金額は考えており

ますけれども、５万円とか10万円ですけれども、それ以外もやはり島袋義範委員がおっしゃるとおり、村よ

りはやはりお世話になった方々の心のこもったこの辺の集めたお金を、「ありがとうございました」という

部分で寄附するというのは、非常にありがたみが違う分がありますので、そういう部分で内部でその辺、教

育委員会になるのか、うちらの福祉課になるのかわかりませんが、その辺を調整させながら、どういう課題

があって、その辺も検討しながら、私個人的には非常にいいことだと思っていますので、そういう部分で対

応できればしていきたいと思っております。中学校の平和教育の一環として、フェリーにこう案内をしてそ
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ういう中で講話をしてもらったらどうかと。現地でもまたその辺の話もしてはどうかという部分ですから、

この辺は中学校のこの学校の授業の関係とか、いろいろとありますので、教育委員会の中でそういう趣旨と

いいますか。その辺をしっかりと学校と連携をしながら、学校が対応できるという部分があるのであれば、

それもそういう方向性で調整をさせたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 そういう戦後の話を実体験を聞くというチャンスもいい機会ではないかと思っていますので、ぜひ実現で

きるような方向でお話し合いをしていただきたいと思います。そして実施時期ですけれども、やはり前回は

夏休みの時期じゃなかったですか。８月でしたよね。夏休みに入っていたのかな。入っていた。 

 だから夏休みにすれば、中学校の子どもたちも行けると思うし、台風の時期だけど大丈夫かなと思うんだ

けど、そういう見計らって多分日帰りだと思うので、今度は100名、200名行くんだったら、向こうで泊まる

ことはできないだろうし、そういう方向で実施、考えていただきたいとお願いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ほかに質疑ありませんか。〔「質疑なし」の声あり〕 

 進行します。４款衛生費。33ページから41ページまで。１番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 36ページの不妊治療費助成金に関連してお伺いします。 

 私は議員になってから平成21年の９月に少子化対策としての不妊治療費に対する助成を考えてくれないか

という一般質問をしましたけれども、その当時、県の助成事業もあったわけですけれども、当時は上限を10

万円だったんですよ。県の。そして市町村自治体が例えば10万円だけども、自治体で２万円でも助成があれ

ば、県は８万円しか出せませんよと。トータルで10万円というふうになっていたと県のあれもなっていたと

思うんですけれども、最近は何かこれが変更されたというふうに聞いていますけれども、その辺の内容です

ね。それと今現在、これ何名かと把握するのは難しいんですよね。これもうプライバシーがあるし、だけど

村として今把握しているのが何組ぐらいいらっしゃるのか、その辺ちょっとお聞かせいただけませんか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 福祉保健課参事 亀里裕治君。 

○ 福祉保健課参事 亀 里 裕 治 君 

 島袋委員の御質疑にお答えします。 

 今回の助成制度は、特定不妊治療助成事業実施要綱と、一般不妊治療及び不育治療費助成事業実施要綱に

分けての助成制度であります。特定不妊治療の対象は体外授精と顕微授精が対象となり、県においては特定

不妊治療のみに助成制度があります。県の助成額は上限15万円です。特定不妊治療に係る１回当たりの医療

費は、県指定医療機関調べによりますと30万円から40万円となっています。 

 今回、村の助成要綱におきましては、県の助成額を控除した上限25万円を村の助成額としております。ま

た平成28年度から県の助成対象外となります43歳以上の方には、村としては上限35万円の助成額と定めてお

ります。また一般不妊治療においては、県の助成制度はありませんが、一般不妊治療は検査からタイミング

療法、人工授精も含めた治療となります。１回当たりの治療費は個人差もありますが、最高で５万円と調査

しております。村の要綱で助成額を年間20万円、１人につき１回大体４回ぐらいの治療が受けられるのでは

ないかというほうに定めております。 

 それから大体どんな方が対象になるかという、ちょっと人数ですね。子どものいない世帯調べということ
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で、結婚している女性を対象に少し年齢別で表現します。20歳から24歳までが１人、結婚して１年以内です。

25歳から29歳までが３人、うち２人は結婚して１年以内、30歳から34歳まで５人。35歳から39歳２人。40歳

から44歳２人。45歳から46歳まで４人。合計17人と、今調べでは出ています。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ほかに質疑はありませんか。〔「質疑なし」の声あり〕 

 進行します。５款労働費。42ページ。６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 43ページ、失業対策事業費がなくなっているんですが、これにかわる何か、緊急雇用対策みたいなのは考

えていないでしょうか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 仲宗根委員の御質疑にお答えいたします。 

 今現在、この雇用につける予算というのが、この事業ではなかったものですから、今回この５款ではあげ

ておりませんが、説明で申し上げましたが、アンテナを高くしていろんな雇用事業等、ほかの事業も含めま

して、県あるいはそういった補助金があるところを模索いたしまして、検討したいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 これ大分助かったものですから、今後のことを考えたらぜひですね。これ以外の事業で何とか補てんでき

るような形にしないと、村として大変、それは民間といいますか。雇用が一番大変な状況なので、ぜひいろ

いろなところを調べてもらって頑張ってもらえればと思います。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ほかに質疑ございませんか。〔「質疑なし」の声あり〕 

 進行します。６款農林水産業費、44ページから59ページまで。１番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 46ページの1183．さとうきび安定生産について、お伺いします。 

 二、三日前でしたか、真謝区の近くでこれ刈り取り機ですよね。刈り取り機の実演があったと思うんです

けれども、課長は議会で見られなかったと思うんですけれども、その実演をしての評判というんですか。村

民の皆さんの評判はどんなものだったのか。それと１台の価格というのはどれぐらいするものなのか、

ちょっとお願いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 ただいまの島袋委員の御質疑にお答えをしたいと思います。 

 先日の実演会につきましては、ちょうど議会中で私は見ておりませんが、評判としては、こちらが担当Ｊ

Ａ、こちらの担当が期待していたほどの反応というんですか、ではなかったとは言っているんですが、ただ

し今までのものとは、もう格別に違うから使えるだろうというような内容だと聞いております。今後、今週

も工事の期間、来週いっぱいまでに延期になるようですが、その間その刈り取り機を実演をして、無償で借

り受けておりますので、その刈り倒す箇所については、いろんな場所でやっていきますが、それについては
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無償で借り倒していくということで、その実演を見ながら判断していくことになると思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻10時16分） 

 再開します。 （再開時刻10時16分） 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 今この価格についてのちゃんとした資料は持ち合わせておりませんが、後ほどお答えしたいと思いますが、

台数は１台です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 この予算で新年度とられるわけだから、さとうきびが始まる前に導入していただいて、この刈り取り機、

途中からではなくて、すぐ最初から使えるように努力をしていただきたいと、補助の調整を早目にしていた

だいて、刈り取り機を最初から使えるようにしていただきたいと。 

 だからこれ問題は、私が価格を聞いたのはなぜかというと、安いものであれば、例えば安いということは

小さいものだろうという意識してなんだけど、簡単に移動してどこかでも使えるものだろうと。またそれが

農家の皆さんが個人的にも使えるような道具なのか。これはまた専門家ではないと、できないようなもの、

ハーベスターみたいにできないようなものなのかというのも、聞きたくてこれ聞いたわけですけれども、ど

んなものなのか。実演見ていないからわからないけれども、それとその運営は、例えば農協に任せて、例え

ば麦刈り機とかありますよね。農協でやっていますよね。そういうふうな感じになるのか。オペレーターを

ちゃんとしてやるのか。どこでもこのきび、刈り取りをしている団体が、グループがありますよね。そう

いった方たちに自由に使ってもらえるような簡単な機械なのか、その辺ちょっとお伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 その機械につきましても、特殊な技能がなくても可能だとは聞いております。それと運用については、Ｊ

Ａになりますが、この請け負い組織に貸すとか、そういう形ではなくて、そこを１台で回っていかないで刈

り倒すだけですから、１台でそこの補助という形で回っていく。その辺の仕組みをうまくこれからつくって、

運用していこうという考えであります。 

 先ほどの刈り倒し機につきましては、値段は総額で約1,100万円です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 私はもっと安いものかなと思ったんですけれども、1,100万円もする機械だと。そうなると、例えば農協

においてだれかが刈り取りをして、この刈り取りの面積で値段を決めるようなことですか。例えば私が切り

倒しを委託したいという場合に、面積でいくら、トン数でいくらというふうに、農家の皆さんがどれぐらい

の負担でこの機械が借りられるかなということですよ。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻10時20分） 
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 再開します。 （再開時刻10時24分） 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 運営の方法、並びにトン当たりのこの代金、料金等については、今後ＪＡ、さとうきび生産組合との中で

話し合いをしながら、協議しながら決めていくことになっております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 ただいま、島袋義範委員の質疑と関連しますけれども、実はその翌日、13日の翌日、14日、私も非常にそ

の機械が気になって製糖工場のほうに出向いて、その実証試験の成果といいますか。それを聞きました。機

械の写真を見せてもらいましたけれども、ハーベスターを小型化したような機械でした。それもちろん今、

議論にありますように、今刈り倒しただけだと。刈り倒した後の処理は、人手によって何といいますか。今

は手刈りですから、そのグズィニをつくると、後ろからそういう人たちがやるということで、ハーベスター

と若干、似ているんだということで説明を受けましたけれども、問題はあの株みたいに立っている。草丈の

低いものであれば可能だと思うんですよ。夏植えで倒伏しているもの。それについてはどうなのかなという

ような感じがしました。私も以前、農務課に勤務しておりましてこれ禁句、昔のことを話をするのは禁句だ

と思うんですが、その倉庫の中でだいぶ眠っているのが今まで多々あったわけです。それからそういったこ

とをどうも頭の中にあって、果たしてこれ使えるのかなというのが、今の実情だと思うんですよ。ですから

まだ、製糖期間が28日ぐらいまであるということですから、もう一度その夏植えの倒伏している圃場とか、

あるいは株出し、そういった圃場がまだ残っているんでしたら実演していただきたいなと。ぜひ見てみたい

という思いはありますが、どうでしょうか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 内田委員の御質疑にお答えをしたいと思います。 

 この刈り倒し機につきましては、委員が懸念されているこのよくできたもう倒伏したような状態のものに

ついては、ちょっと無理なところもあると聞いております。実はこの機械については、反収として10トン未

満のきびといいますか。それを対象にした機械で、それ以上になると心配されるような無理が生じる可能性

があるということであります。それでこの期間、まだ何日かございますので、その辺の検証はやっていくこ

とになっておりますが、議会終わりまして来週もこの期間内で操業している場所等があれば、予定等を調べ

てお知らせしていきたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 歳出の46ページなんですけれども、ちょっと予算説明を聞き漏れたかと思うんですけれども、細節の1301． 

農地中間管理事業について、ちょっと説明をお願いいたします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 
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 山城委員の御質疑にお答えをいたします。 

 農地中間管理機構と申しますのは、農地の貸し借り、農業委員会がやっているような、そういった手続を

県の機関のこの中間管理機構というものが組織されまして、そこに農地の登録といいますか。貸したい人、

借りたい人、その機構が貸し手の農地を預かって、それを借りたい人に貸していくという、そういうことを

する機構なんですが、そこが金も貸した人に、借りた人から取って、貸す人に支払っていくと。そういうこ

とをする機構になっております。その県の機構、全体の組織なものですから、その辺の窓口で受け付け、村

内の農地の貸し手、借り手を受け付けをして、その機構との連携をするための窓口業務をするために、こち

らにもそういったものを置いて受け付けをすると。そのために機構から50万円ほどの補助、委託金みたいな

ものがありますので、それを賃金としてこちらで雇って、受け付けを行っていくという、業務となっており

ます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 というのは、農地の貸し借りを結局は受け付けて、それをあっせんするという形のものでもあると思うん

ですけれども、実際に今、たばことかいろんな遊休地とか、向こうはいろいろ貸し借りがあるんですけれど

も、そのあたりを今、農業委員会あたりが窓口になって、例えば伊江島ですと。という形でやっているわけ

ですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 農業委員会は今のとおり、そのまま農業をそのままやりますけれども、それとは別にその業務を担うとい

うことになります。組織としては別で、農業委員会がやる業務ではなくて、村のほうでやる業務になります。

業務内容としては同じような業務なんですが、この機構のものは村のほうでやる業務となっております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 似たような業務ということでありますけれども、じゃあ例えば農業委員会のほうで、どのぐらいのそう

いった受・受託の関係の土地を扱っているのか。件数的でもいいですけれども、それとこの農地中間管理の

ほうでもやっているということだと思うんですけれども、それで扱っている件数ですか。それをひとつお願

いいたします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 現在のところその業務としての受け付け件数は、今のところございません。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 山城善彦委員の御質疑に、私なりに答えさせていただきます。 

 通常、山城善彦委員の質疑の内容は、農地の貸し借りであれば、既に農業委員会の中で賃貸借の業務もあ
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るのに、あえて中間管理機構というのを通して、そういう業務をする必要性は何なのかということだと思い

ますが、基本的にこの中間管理機構というのは、この本土のほうで、要するに限界集落があって、要するに

担い手がいなくて、要するに都市部、その辺からの皆さんが来て、その辺の部分の農業を始めたい。就農を

したいという部分のもう大々的な手伝いをするための、その辺の機構だというふうに聞いておりまして、限

界集落で高齢になって担い手がいないところを、都市から若者が行って、そういう農業を始めてみたいとい

うのを支援する機構で、そのひとつとしてその農地のこの貸し借りを担うという部分の説明を受けておりま

して、伊江村の中ではなおかつ遊休地もありませんから、伊江村では。そういう中で通常のこの農業委員会

の、その辺の部分で十分、こと足りるとは思っておりますが、しかしまた本土のほうから伊江村に来て、そ

の辺の旨の農業をやりたいという方が全然いないとは限りませんので、そういう部分で若干、この中間管理

機構が設立された経緯は、本土の中でそういう山村とか、その辺の部分で高齢化によって、農業がされてい

るところの農地を若者を入れて、そういう農業を再生していくという。手助けとして、この中間管理機構が

その辺の農地の貸し借りをやって、スムーズにできるような部分の業務を担うというふうに私は聞いており

まして、沖縄県においては、この沖縄県の支部は沖縄土地改良連合会、土改連がその辺の部分の業務を行っ

ておりまして、そういう中でその伊江村で終えてその辺の部分があれば、村としてそれをやらないといけな

いので、そういう窓口業務部分として臨時職員を置いているということで、基本的には私は、そういう本土

のほうのその辺に対処するように中間管理機構を設立して、支援していくという部分で説明を受けておりま

す。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 それは今、村長の答弁で…。私の舌足らずな質疑に対して、うまいぐあいにまとめていただきまして、あ

りがとうございます。大体もう理解できました。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農業委員会事務局長 宮里正邦君。 

○ 農業委員会事務局長 宮 里 正 邦 君 

 ただいまの山城委員の御質疑の中で、あっせん事業についてのお話がございましたので補足説明させてい

ただきます。 

 農業委員会としましては、あっせん業務や以前からの業務を今、制度としては行っております。今申し出

があるものが貸し手として１件ございまして、今はその手続をしている最中です。ただしこれにつきまして

は、中間管理機構の事業とはまた別の業務になります。従来どおりの農業委員会としてのあっせん業務は今、

行っているところでございます。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 そのあっせんに対して実際、私のほうもそういった借りたい土地ということがあったりした経験もありま

すので、ただまだ周知が不足していないかと思うんです。そういったあっせん業務ですよね。ですから借り

たいけど草地を借りたいけど借りられないということもありますし、貸したいけど貸せない人も結構、多々

いるように見受けられるので、そういったところをこのあっせん業務をやっているよという周知を、ぜひ

やっていただきたいと思います。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 
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 農業委員会事務局長 宮里正邦君。 

○ 農業委員会事務局長 宮 里 正 邦 君 

 ただいまの山城委員の今おっしゃるとおり、今後農業委員会としましてもあっせん事業について、周知徹

底するよう努力してまいります。それとあわせてまた中間管理機構の業務についても並行して、村当局とタ

イアップしながら進めていけたらと考えております。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 52ページの15節工事請負費の1112．それと1177．ですね。それと59ページの３目漁港建設費の1215．

ちょっとこれに関連して質疑します。 

 フナズ地区とそれから西崎第２地区ですか。その間も実際、整備事業の計画があるか。そして西崎の今回

工事入るところの沖防波堤なんてすが、それは消波ブロックも入っているのか。まずそれをお聞きします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 島袋委員の御質疑にお答えをいたします。 

 団体営農地保全整備事業、西崎第２地区とフナズ地区の間は現在、工事は行っておりませんが、計画とい

たしましては、そこはアキナ地区ということで、計画はございますが、まだ事業等のスタートとしての、が

まだでございまして、計画はございます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 漁港再生の交付金事業の工事請負費の関連で西崎漁港のこの防波堤は、消波ブロック入っていますかとい

う御質疑だったと思いますが、この防波堤につきましては、消波ブロックで予定をしています。通常だとマ

ウンドとか、そういった堤防とかそういったことはありますが、今回のは消波ブロックでこの防波堤のほう

を予定しているということになります。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 なぜその質疑をしたかというと、アキナ地区ですか。新設する。そこに花卉農家３人ほどおります。その

去年ですね。11月の台風で完全に塩害でやられまして、11月は全滅です。その原因としてその台風は最初の

風は陸側から吹いて影響ありませんでした。しかしながら返しで漁港サイドから吹いた風によって、消波ブ

ロックに当たった潮が噴き上げて、完全に潮が上がって、完全に全滅状態が出ております。そういった観点

からも、漁港の整備で消波ブロックを入れることは、それは仕方ないと思いますが、その上でやられる農家

の皆さんは、それでまき散らす、塩害で多大な被害を受けているのも事実です。ですからそのアキナ地区で

すね。できるだけ早目に工事をしてもらって、そこの防潮林ですね。もう浜の近くにありますから、その整

備を早目にしていただいて、できるだけ塩害の軽減を早目にやっていただきたいと思います。その地区は露

地だけではなくて、一応平張り施設も入っておりました。しかしながら、普通でしたら平張りの中に入って

いる菊等は塩害には大分軽減する予定する施設ではあります。しかしながらその平張りの中でも、やはり塩

害があり、どうしても出荷できない状況が出ております。そういった観点も含めて、やはりそういった工事
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で塩害を助長するというのは、好ましくないことですので、去った13日も皆さんで現場のほうも視察したと

思いますが、そういったところにもありますので、どうかもう一回、村当局も現地を見ていただいて、でき

れば農家サイドからも、再度話を聞いて、どういった対策をしてもらいたいかということを、一番農家の皆

さんがよくわかっていると思いますし、どういったやり方をやってほしいという要望もあると思いますので、

検討していただければと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えをいたします。 

 去った台風等で被害が大きかったという点につきましては、それら消波ブロック等の要因、防波堤の要因

等の検証といいますか。その辺もやりながらやっていきたいと思います。それに農家の皆さんの意見も聞き

ながら、できるだけこのアキナ地区の整備も早めていけるように努力してまいりたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 それに関連しますが、休憩お願いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻10時45分） 

 再開します。 （再開時刻10時45分） 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 関連しますが、56ページのほうで、林業振興費、７節賃金、細節101．樹苗養成賃金がとられております

が、何回か質疑もしておりますが、ぜひですね。その賃金を最大限に利用して、現在そういった防風林等に

使う育苗というか、そういった苗木が最近どうしても低い状態なんですよ。始めてから１年もたたないうち

の20センチとか30センチ、フクギに関してはここ一、二年は本当に苗木がもう10センチから15センチの苗木

しか出てこない状況です。そういった保安林に使う苗木の確保ですね。できるだけ毎回、毎年使う分ではな

くて、何年後かを考えて、ちょっと多目に育苗をしていただいて、できるだけその使われる樹木に関しては、

ある程度二、三年木、大きくなった苗木を使えるような状況でお願いしたいと思います。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 苗木の生産につきましては、これだけの予算ももらっておりますので、それに見合うように一生懸命、生

産してまいりたいと思っております。 

 近年、その需要が高くて、間に合わないような状況も生じているのは、確かだと思っております。今後で

すね。農家の皆さんや村の皆さんから要望されるような、いい苗木の生産ができるようにやっていきたいと

考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 
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 57ページの細節104．絆の森整備事業に関連しまして質疑をさせていただきます。 

 去った16日の議会終了後には、知念課長そして私、そして内間広樹議員が、ちょっと確認したいことがあ

るということで、こうして植栽にかかわっている職員の玉城さんと、名渡山さんにも同行いただいて、悪戦

苦闘しながら１時間半じっくりと植栽の現場を確認してきました。そこでその確認した植栽の場所について、

課長としての考えはいかがでしょうか。どう思ったかですね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 亀里委員の御質疑にお答えをしたいと思います。 

 昨日は、亀里議員も内間議員も大変ありがとうございました。こちらも全体的、奥深くまですべてを確認

してございませんでしたので、いい機会で全体を見渡すことができまして、ありがとうございました。 

 この絆の森の植栽、保育の事業を見た感想といたしましては、確かに植栽されてこの保育の業務が実際に

行われていて、その成果は出ていると感じております。しかしながら、亀里委員がおっしゃっている何千本

という植栽がされて、それが本当に育っているのか。そういう疑問につきましては、現在下刈りも６月に

やってそのまま、また下から草が生えている状況で、なかなか本数的な状況を確認するには厳しい状況で

あったので、そこまで時間的な問題もありまして、細かくチェック、確認ができなかったのは残念でしたが、

この状況としてはあるこの成果として表れてきているものだと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 課長、私はですね。皆さんの考え、特にですね、平成19年にやられた事業は樹域育成事業というらしいで

すね。それから今年やられた場所までいって感じたのは、これ崇高な事業なんです。この事業をぜひ、何と

しても成功させなければいけないと私は熱い信念があるわけです。そこで一番私が感じたのは、植栽とあり

ましたよね。そしてこのときは課長も言っておりました。一番今後伊江村の大事な樹花植栽というのは、前

を見た百年の計を見た植栽事業だったんですよ。今の古い木がいずれ私みたいに死ぬであろう。それを前

もって察知して、木を植える。これが目的ということを伺いまして、崇高な理念だなと。この事業はどうし

ても成功させたいということが、まず１点です。 

 それでいみじくも課長も言っておりましたけれども、特にヤブツバキのこれから見ますと資料の前から２

ページ目のところですけれども、ここのヤブツバキについては、これは課長も少しだけいら立っておりまし

たれども、職員に草を選り分けても確認しなさいということを言っていたのを、大変強烈に私は覚えている

んですよ。といいますのは、仮死状態では確認できなかったことですよね。ということは、雑草でひょっと

したら、まだ生きているかわかりません。この雑草に覆われてこのヤブツバキがいみじくも成功率が大変少

なくなっているような気がしたんです。そこで村長ですね。この事業は、課長の言うように事業として、管

理するには年に１回の事業費が取れないらしいですよ。せっかくあの場所、本当に歩くだけでも大変なとこ

ろを植栽されたところ、いっぱいありますよ。私の足でもかなりフーフー言いながら登った。そこでも植栽

されているんですから、そうして苦労をして植えつけた木というのは、どうしても成功させなければいけな

いということは、管理というのが大事になってきます。 

 そして、今個人製糖工場があります。上のほうにはヤブツバキだけを植栽されたところがあります。そこ

には陸軍大尉の蒲池準太郎戦死の地と大きな碑も立てていますけれども、この後ろのところは、このヤブツ

バキの成長が、私素人ですけれども、見てもこの苗木が青々と、そしてよく成長もいいんです。そういうと
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ころも見て感じたのは、やはり植栽には私一般質問でも言ったとおり、適地というのが一番大事ではないか

なということを実感しておりますけれども、今後の植栽については、そういう適地を探すということが大事

だと思います。 

 そしてあと１点、今年２月でしたか、植栽されたところは、きちんと整理された平たんで、向こうはヤブ

ツバキは繁茂していくと。恐らく観光地になります。あの一帯だけでも、これからきめ細かく管理をしてい

ただいて、ぜひ100％は無理です。せめて50％は育ててあげて、そして花を咲かそうじゃありませんか。ど

んなでしょうかね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 先日の確認した中でも今年度の植栽場所については、確かにもう植栽して時期でございましたので、確認

も容易にできましたし、きれいな形で確認することができました。さらにこの管理事業につきましては、毎

年１回、全体を通して管理しますので、それが時期的には６月ごろになるということで、その段階でもさら

にまた確認がしやすい、下刈りをしてやった時期に再度、こちらとしてもまた確認をしながら、今後の整備、

管理方法については、検討していきたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 事業でできない分でも、一般財源を投入しても、これは育成すべき事業だと思いますので、村長その点の

ところの村長の決意のほどお伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 私、いま平成19年の森林環境保全直接支援事業ですか。平成19年からずっとこのように城山の周囲に、平

成21年からはヤブツバキになっているんでしょうか。そういうことで亀里委員がおっしゃるように、県から

の補助金をいただいてやっているわけですが、いずれにしてもこの理念といいますか。その辺の部分はひと

つまた城山の今の景勝地、名勝地というのを、その辺の部分も評価もありますが、それで新たな魅力を加え

る、その辺のこのヤブツバキの植栽だというふうに思っております。そういうことで、お尋ねのこの事業を

して、この年１回の下刈り、保育事業という部分では、このせっかく植えたその辺の樹木の生育には数が足

りないのではないかと。それであって、なかなか事業の中でやっていく中で今の現状があるというふうに私

も理解をしておりますので、基本的に単独でも対応をしたいと思っておりますが、この辺がうちの人夫でで

きるのか。あるいはこれ専門業者の北部森林組合がずっとかかわっていますので、その辺との中で年、今１

回で事業の中でやっている部分の中で、もっと拡充して、村の一般財源も含めて、２回、３回やれば、もっ

とその辺の生育にどのようになるのかという部分を森林組合のほうの専門家の意見も聞きながら、せっかく

ほかにない、その辺のリュウキュウコクタン、あるいはヤブツバキを植えておりますので、その辺の部分を

しっかりと育てるように対応していきたいと思います。 

 また個人的には、桜のところもあるし、ミカン木が林立しているところもあるというように聞いておりま

して、最近確認をしておりませんが、相当中学時分に植えた覚えがありますが、そういう部分で、そういう

ところもあると聞いておりますので、私もいずれの機会のときには、城山のふもと、以前ありました一周で
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きる道路がありますので、その辺を散策しながらその辺の確認もしていきたいというふうに思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻11時00分） 

 再開します。 （再開時刻11時01分） 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 先ほども申し上げましたけれども、この事業は本当に伊江村にとって百年の計を打ち立てる。私はすばら

しい事業だと思いますので、事業を導入しただけではなくて、これ成功させて初めて事業として成り立つわ

けですから、ぜひ皆さん頑張ってくれることをお願いしまして、質疑を終わりたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻11時02分） 

 再開します。 （再開時刻11時15分） 

 ６款農林水産業費。５番 内間広樹委員。 

○ ５番 内 間 広 樹 委員 

 歳出50ページ、農地費に関連してお伺いいたします。細節1277．管理体制整備促進事業なんですが、今の

説明では、現在準備を進めている改良区、詰めの協議をされていると思うんですが、立ち上がるまでの２年

間を受けることができるという説明だったと思うんですけれども、これ確認ですね。立ち上がるまでの鉛管

か、立ち上がったあとの鉛管なのか。の確認が１点と。 

 それと工事費、52ページの工事請負費、これ表現が適正かどうかわかりませんけれども、どうも年度末に

工事が集中しているような気がして、これ通年通してもっとバランスよく、幅広く、この工事を発注するこ

とができないかどうか。２点お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 内間広樹委員の御質疑にお答えをいたします。 

 まず１点目の管理体制整備促進事業につきましては、土地改良区の立ち上げというわけではなくて、国営

の事業が終了する前の２カ年ということで、平成28年度が完了予定ということで、平成27年、平成28年度に

できる事業となっております。その事業を活用して、この中央管理所に導入される水管理システム等、さら

には向こうの国営の事業できましたファームポンド等の管理等、その辺のものをやっていくための事業で２

カ年の事業となっております。 

 ２点目の工事の工期についてでございますが、年度末の事業が多いという御指摘でございますが、それに

ついても毎年、そういう形になっているかと思いますが、事業の交付申請から決定、着手を受けてやるまで

に、どうしても年度がずれて後半になってしまうという状況は確かにこちらの状況としては、できるだけ早

目の着手ができるように、事務的なものが早くできている分については、その努力をしながら進めていけれ

ばと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 先ほどの工事請負費のやはり年度末に事業が多いという御質疑を踏まえて、農林水産課長からも事業での

実施時期等のことはありましたが、全体的な工事の平準化ということで、私のほうからも答弁させていただ
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きますが、去年も島袋委員からの御提言とかで繰り越し事業等がある場合は、そういった事業が早目に執行

することによって、そのような１年間の建設事業の平準化も図られるのではないかという御提言とかあって、

さらには今、こう事業の中でも事業でない一般財源、あるいは基金等の工事につきましては、できる分につ

いては早く出さないと、先ほど申し上げた最終的にはまた建設業者に工期の厳しいところに宛てがうわけで

すから、そういったことのないようにということで、私たち庁議の中でもそういう調整をやりながら進めて

いる状況がありますから、４月に入りまして、この各課、いろんな工事を持っている各課で、建設課も含め

て、こういう話し合いもしている状況でありますから、一応は標準化につきましては、最大限の努力をして

いくつもりです。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ５番 内間広樹委員。 

○ ５番 内 間 広 樹 委員 

 細節1277．管理体制整備促進事業はわかりました。先ほどのこの工事請負費なんですけれども、休憩お願

いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻11時21分） 

 再開します。 （再開時刻11時22分） 

 副村長 名城政英君。 

○ 副村長 名 城 政 英 君 

 先ほどの内間委員の御質疑にもお答えしたいのですが、先ほど御指摘ありますように、年間を通して、バ

ランスよく工事の発注という御指摘、御提言がございますが、指名委員会の委員長としても、先ほど建設課

長からお話がありましたように、私たちは毎年４月から５月にかけて１年間の工事の発注計画をもって、実

は建設協議会の会長を通して、こういった計画でもって今年度発注をしていきたいということは示している

ところでもあります。しかしながらやはりその指名委員会も通しながら、やはりどうしても先ほど農林課長

からもありましたように、工事の事業の申請であったり、それからヒアリングをして、その調整に時間がか

かってその後に申請をしていくと。そして決定を受けて、そして事業を執行していくということになると、

どうしても各県とのかかわりもあって、どうしてもやはり集中せざるを得ない部分というのが、あることに

ついては、本当に否めないなと思っていますが、先ほど建設課長からありましたように、単独事業であった

り、そういったものについては、忙しくないところを狙って、発注計画をもってやっているつもりなんです

が、なんせ非常に事業量が多いです。ですので、事業がないときは何とか事業をつくってほしいとお願いさ

れるんですが、たくさん出てくると、またそういった状況が出てくるということですが、しかし私たちは毎

年、その計画に基づいて計画の時期、年度と、あるいは実施の年度とかあるんですね。それが集中してきて

しまっているという状況もぜひ、御理解をいただきたいと思っておりますが、先ほどもありましたように、

村内の業者にその発注の計画をもって示して、そしてできるだけ村外に下請けさせないような方向をとって

いただきたいために、そういった執行計画もつくって、手渡しておりますので、ぜひ今後ともそういったこ

とで業者の努力もお願いをしたいと、私たちからまた改めてまた平成27年度は業者の指名格付けがあります

から、その中でもしっかりと御相談をしていきたいと考えております。 

 いずれにせよ、できるだけ職員の県との調整も含めて、頑張っていただいて、そしてバランスよく事業発

注できるように、また努力をしていきたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ５番 内間広樹委員。 
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○ ５番 内 間 広 樹 委員 

 はい、わかりました。そういうふうな説明ではあるんですけれども、例えば工事、この部分を工事すると

いうのが出た場合に、月に１回イーハッチャーを発刊しているので、そういう広報誌を利用して、周知して

いったらどうかなと思うんですが、どうしても地元であっちも工事して、こっちも工事して迂回してもあっ

ちも工事していた、またこっちも工事していたということがあるので、こういう話をして、我々はそうです

ということは認識はするんだけれども、我々自体が村民に伝えるのも限られているので、そういう広報誌で

も利用して周知していただければと思います。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 委員の広報誌への周知につきましては、ちょっとまた検討しながらいきたいと思います。 

 また先ほどの道路の工事とかで迂回道路がある場合は、やはりバス路線、特にバス路線につきましては、

防災無線とかで一応は周知もお願いしますし、またもちろん各区の区長会にも報告をして、この期間そう

いった迂回とかありますよと。しかし全面ストップする場合がありまして、その全面ストップのその場所が

工事の関係で、一時的な全面ストップの場合にはまたなかなか周知のほうもできていないかもしれませんが、

いずれしましても、また工事関係者にしっかり、どういう方法でそういった村民へ、あるいは地域へ周知で

きるかも今後検討していきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 今の御質疑に関連しまして、工事が偏るという話でして、私は工期について、ちょっと伺いたいんですけ

れども、年度末になると、やはり３月いっぱいというのが工期が多いとは思うんですけれども、結構ですね。

今住宅ブームでも民間ではありまして、いろいろとこう民間にもちょっと支障が来ていると、個人で家を建

てるにも。ということもありまして、また業者にちょっと話を聞きましたら、やはり工期がもうこの工期し

かないという、この短いというような言い分もされるわけです。だからそこらを工期をちょっともう少し、

緩和といいますか。長くといいますか。そういったところを検討する必要はないかと思うんですけれども、

どうですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 工期の設定につきましては、おっしゃるとおり適正な工期を算定して発注するのがその指名ではあります。

しかしながら事業の関連、あるいはまた予算の関連も３月末というのは限られていますので、いかにしてこ

の３月末のぎりぎりにならないように、早目に発注できるか。先ほど申し上げたやはり事業のこの工事の概

要によっては、何カ月間必要だということなら、当然その３月末の何カ月前までには発注しないといけない

ということがわかってきますので、そういったものを先ほど申し上げたとおり、やはり早目に事業申請する

とか、そういう努力でもってやらないと、適切な工期というか、業者へちょっと工期が少ないけれども、頑

張ってくれというときもあることはありますので、そこら辺方面、しっかりと工期の必要性をみんなで検討

していきたいと思います。先ほどお説のやはり住宅、民間の住宅の皆さんの御迷惑をかけていることも多々、

一応は聞こえますが、やはり役場のこの村の事業執行で、進めないといけないところがあります。そこら辺

方面、いわゆる建設業者の皆さんも民間の受注をする場合、やはり忙しい時期に民間から発注されるのか。
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ちょっとそこはもういろいろな個人的な内容も事情も出てくると思います。そこら方面も村民の御理解をい

ただければと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 今の答弁で大体わかりましたけれども、やはりいろんな方面から精査、そういったことをやってもらって、

建設業者ともいろいろとこう話し合っていいように、ひとつよろしくお願いいたします。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 団体営の保全整備事業ですか、フナズ地区、あるいは林業関係にも関係すると思うんですけれども、皆さ

んも耳が痛くてこの件を蒸し返すのもどうかなと思うんだけれども、例のフナズ地区のＧＩビーチの件です

よね。工事がそういうのがアダンが倒されて以来、人が集まるというんですか、焼香の座とか、そういうと

ころでもその話が出て、議会、村に言ってもらちがあかないなという方もいらっしゃるし、また「イッター、

議員何しているのか」と議会にも矛先が向きつつ、いっときあったんですけれども、少しは落ち着いている

かもしれませんけれども、その後向こう見ましたけれども、植林がされていますけれども、あれは１メート

ルちょっとですか、ネットしているのは。そして昔アダンの時代はもっとあれで、今のものではらちがあか

ないなというふうな話も出ているわけです。それで向こうの人にすれば、今葉たばこ時期ですので、台風が

来たらどうなるのかと農家の皆さんも心配されていますけれども、そういう対策について、農家の皆さんか

ら何か要望があったのかどうか。その辺と。補償というまではいくかどうかその辺はわかりませんけれども、

その話の中では「補償シミランネー、ナランサー」という話までも出ていたわけですけれども、そういう件

で農林水産課のほうに村に対して、村農家の皆さんからそういう話が事前にあるのかどうか。その辺をお伺

いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 島袋委員の御質疑にお答えをいたします。 

 団体営農地保全整備事業フナズ地区の整備につきましては、今年度皆様、議員からも御指摘のとおり、海

岸のアダン等の伐採で大変、周辺農家の皆さんをはじめ村民の皆さんに不信、整備の仕方についてで大変、

御迷惑をおかけしたところでございます。現在、その植栽、道路整備が終わりまして、植栽をやっておりま

す。防風柵につきましては、1.5メートルでございます。周辺の農家からの要望といたしましては、当時伐

採して時期に抗議とともに、このままだと議員がおっしゃるような台風時には大変な被害になってしまうが、

補償できるのかとか。そのような抗議が実際にありました。それにつきましては、今後防風柵等で整備して

いきますということでお答えをしてきているところでございますが、今後さらに農家の皆さんには、近くの

農家の皆さんには丁寧に説明をしながら対応をしていきたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 フナズ地区もまだまだ東側に続くと思うんですよ。先ほど質疑がありましたキネナ地区、これの西側のほ

うにもまた工事が計画されていると聞きましたけれども、やはりこれをＧＩビーチのことを念頭において、
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これからの仕事もやってもらわないと、これから村の事業導入、例えば用地が潰れる用地買収、あるいは道

路をつくるにしてもそうですよね。そういうときの村に対しての不信感が募れば、協力が得られないと。

「ナンマーラ、フリタンカイ、協力ナランサー」と「同意ナランサー」という意見も出ているわけだから、

その辺は注意深くやらないと、それと工事入るときは、ちゃんとこの周辺、やられているとは思うんだけど、

周辺整備の皆さんとこういう事業が入るけれども、どういうふうな何か御希望ありますかと。どうしたらい

いんでしょうかという、この発注してあとでは遅いんですよ。それにならない前に皆さん集めていただいて、

こうこう今度事業予定だけれども、「どうですか」という、御意見なども聞きながらやっていけば、親切に

対応していけば何かの村の事業導入に当たっての用売、あるいはいろんなことでの協力は得られると思うけ

れども、これからは村に対する不信感が募らないとも限らないわけです。そういうことをやれば、その辺こ

れ今後の事業をスムーズに進めるためにも、今回の件は丁寧に対応していくべきだと思います。だけど、こ

こがこうだったから、今回こうしますで。ずっとまたこうなったのでは、村の予算も大変、追加の分につい

ては村費でやるわけだと思うので、村費に限りがないというか。なってしまうので、これをうまく農家にも

参加を進めて、できるのはできる、これまで以上は、できないのはできないと。なぜできないのかまでを進

めて、うまくちゃんと説明をして、了解を得て事業を進めていかんのじゃないかというふうに思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 私からお答えをさせていただきます。 

 委員おっしゃるとおりでありまして、村全体の植林をしながら緑化を図って、自然の景観を保持、こう維

持している一番の役割を担っている村の役場として、その辺の公共事業でそういう事態に陥ったということ

は、深く反省をしないといけないと思っております。そういう中で今回のこのＧＩビーチのこの辺の工事に

伴う自然の消失については、この対策も前も申し上げましたが、樹木を撤去するとき、あるいは岩の掘削が

あるときは、必ずこの担当課長、あるいは建設課長同席の中でその施工の方法を考える。これは施工のとき

ですが、実施設計のときにも、その辺の部分をちゃんと考えていく部分の会議をやって、その設計あるいは

工事の施工を取り決めしていくという部分を内部で調整をしているところでありますが、そういうことで今

回のことを深く反省しながら、委員お説のとおりこう村民、住民あるいは地権者にやはり気配り、目配り、

配慮した事業の推進に今後あたっていきたいと思っております。そういう中でこう受益者あるいは地権者の

ほうに、工事に起因するそういう部分の原因にする村支出といいますか、その辺が出たときには、しっかり

と対応していきますし、委員おっしゃるとおり、その辺の部分、できない分には原因をはっきり申し上げて、

その辺の部分はできないという部分も申し上げながら、理解をお願いしながら事業の執行にあたっていきた

いと思っております。 

 それと内間広樹委員、あるいは山城善彦委員からもありましたこの公共事業の平準化という部分について

は、ずっと農林課長あるいは建設課長、あるいは副村長からもありましたが、私たちも非常に努力をしてい

るわけですが、そういう中でなかなかできない部分がありますが、その辺の部分は両委員の質疑をちゃんと

前提に、今後ともその辺の部分がちゃんとできるように、努力をしていきたいと思っているところでありま

すので、またその辺の部分をもうひとつ、御理解をいただきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 歳出の47ページですね。まずひとつ13節委託料の101．ミバエ地上防除事業と、あと19節の103．病害虫防
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除村負担金の中身といいますか。今後いろんな防除があると思うんですが、病害虫防除村負担金のこの200

万円はどういった形なんでしょうか。お聞きしたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 仲宗根委員の御質疑にお答えをいたします。 

 まず１点目のミバエ地上防除事業につきましては、ミカンコミバエの絶滅しているんですが、その後の事

業といいますか、村の事業でございます。テックス板を吊り下げている事業でございます。 

 ２点目の病害虫防除村負担金につきましては、さとうきびの防除を主とするものでございます。一斉防除

に係る費用負担をＪＡと村、農家で３分１ずつの負担となっております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 現在、津堅島がもうアリモドキゾウムシとイモゾウムシの防除を完了したところの、今後力を入れていく

ということなんです。伊江島のほうもアリモドキゾウムシとイモゾウムシの根絶に関して、そういった今後、

計画はないかお聞きしたいんですけれども…。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えをいたします。 

 イモゾウムシとアリモドキゾウムシの防除に関する事業という形では、今のところ村の計画の中では持っ

ておりませんが、その辺の状況を確認しながら検討はしていきたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 伊江島でイモ産業といいますか。結構これをもし村が進めればイモの産業は大分進むと思うんですよ。

ペースト工場をつくっても、結局は半分は捨てるというんですか。虫が入れば使えないということなので、

その辺を今後、ちょっと村として考えられないか、お聞きをしたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 ただいまの件につきましては、実施された地区並びにその実施母体といいますか。計画されました県のほ

うと、その研究機関等に協議をしながら、調整をしながら進めていければと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 あと47ページ、同じ場所ですけれども、産業まつりですね。会場設営等、あとは試食用材料費というのが

あるんですが、今年も50万円と46万円ですか。この産業まつりの試食材料費というのは、どういった中身な

んでしょうか。お聞きしたいと思います。 
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○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えをいたします。 

 産業まつりの試食材料費としましては、漁協、ＪＡ、さらに和牛改良組合等が出している料理、その辺の

ものに対する助成をしております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 今回、やんばるシークヮーサーの花祭りのほう、行ってきたんですが、２日連続行って、２日目が余計、

お客さんいるわけです。伊江島の産業まつりに関しては２日目はもう何もないような格好で、今後やるので

あれば、もっとしっかりした姿勢もあるでしょうし。また、産業まつりの試食用、材料費が出ているお陰で、

１日ですぐ12時半ぐらいでもう「売り切れました」でもう終わりなんですよね。そういった形ではこの他の

一般の出店者が不満が多くなるんですが、今後こういったしっかりした300円ぐらい牛汁ぐらいだったら、

だれでも食べますよ。そういったことでやれば完全なこういった村が出すような格好をしてもらわないと、

今後困ると思うんですが、今後の産業まつりに関する方針はどうでしょうか。お聞きしたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 仲宗根委員の今後のまつりの内容等に関する件だと思いますが、これにつきましては、委員からもあると

おり１日でイベント、さらにはそのテナントが終わってしまって２日目には何もないと。そういう状況では、

厳しいところがあるという御指摘の反省も、こちらでも受けております。それらを再度関係する産業まつり、

ハイビスカス、さらには健康まつり、それらひっくるめて今回の反省点を踏まえて、平成27年度のまつりに

は２日できるかどうか、これからの検討になりますが、３者で検討しながら進めていきたいと思っておりま

す。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 今回のイージマチューパンジャまつりなんですが、あまりにもポスター等、チラシ自体が１月、２月７日

のポスターが１月27日にしかできないと。余りにも遅すぎるのではないかと。せめて二、三か月前に出して

もらわないと、宣伝もできませんし、ただやったという感じしか自分は、今回感じなかったんですよ。もう

この勝山のシークヮーサーのまつり２日間連続行きましたけれども、２日目がすごい盛況でもう２日間とも

すごい盛況なんです。そういったことで、産業まつり、チューパンジャまつりといいますか。そういったま

つりをするのであれば、ただやるのではなくて、村にもっと活性化、若い人なんかが来て、喜ぶようなまつ

りといいますか。ちょっとこういった形で今後はもっと早目に、会場設営にしてもうぎりぎりまでもうあと

１週間もないころまで、こう会場の位置が決まらない状態ではまずいのではないかと思いますが、今後改善

する予定はありますか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 
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○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 お答えいたします。 

 このチューパンジャまつりは、今年で２カ年目でありまして、去年の反省を踏まえて今年実施をして、ま

た委員からの御指摘などのようなこともあったと。その辺を再度検討をして、平成27年度、より良いまつり

になるように検討していきたいと考えております。委員からあったこの宣伝のチラシ等についても、今回の

イベント等の開催内容の詰めに時間を要してしまい、遅れたところがあったと思います。その辺も早目に取

り組んで、早目の製作をして周知できるような方向で考えていきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 予算計上は総務費の企画費に計上されておりますけれども、農業振興費ということですので、ここでお伺

いします。 

 気象観測機器設置事業を今年２カ所に設置をするということでしたけれども、２カ所のその場所はどこに

設置予定なのか。あるいはまた村長の施政方針の中にも、温度、風、雨量、風速の気象データを活用すると

いうことでありますけれども、その３つ以外に、ほかに何か観測できるようなものなのか。お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 内田委員の質疑にお答えをいたします。 

 平成27年度沖縄振興特別推進交付金事業で計画をしております、気象観測機器の設置整備事業でございま

すが、この件につきましては、３基予定でございます。東、中、西と３地点での設置で現在計画をしており

ます。場所については、先ほどいった東地区、中地区、西地区ということで、具体的な設置場所については、

これからでございますが、３カ所を計画しております。 

 それとそれに風力、風、それに温度、雨量等の計測の予定でございます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 村内の３地区ということで、今後夏場になりますと、これだけ小さな島でありますけれども、ハタンギブ

イがありまして、恐らく東、西、中、雨量の状況が違うと思いますが、よりよいデータを今後期待できるな

ということで、大いに期待をしておりますので、ひとつデータを収集をしてもらいたいと思いますので、ひ

とつ頑張っていただきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻11時52分） 

 再開します。 （再開時刻13時28分） 

 質疑に入ります前に、昨日、住民課長から答弁保留があり、答弁の申し出がありますので、それを許しま

す。 

 住民課長 西江 忍君。 

○ 住民課長 西 江   忍 君 

 申しわけございません。 

 お手元の保険料基準額に対する割合と推移ということで、大変申しわけございません。これ介護保険料で
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すので、介護をすみません、上のほうに挿入願います。 

 名嘉委員から質疑のありました当初予算要求資料、住民課の15ページをお開き願えますか。 

 15ページの第６期事業計画保険料ということで、平成27年から平成29年の第１段階から第12段階までの段

階がございますが、その段階ごとの人数ということで質疑がありましたので、別紙資料のとおり、第１段階

496人から第12段階９人までの、平成27年から、平成28年、平成29年度までの人数をお手元に配付してあり

ます。ただこれは、３年間の計画を策定するに当たり、過去の第５期計画の伸び率と推移等を勘案いたしま

して、入れた数字でございますので、平成27年度今年度、６月に住民税等が確定いたしまして本賦課と申し

ましょうか。保険料の算定時には、若干の数字の動きがあるということを、先に御了解いただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻13時31分） 

 再開します。 （再開時刻13時31分） 

 住民課長 西江 忍君。 

○ 住民課長 西 江   忍 君 

 済みません。資料の第１段階、平成27年、平成28年、平成29年といきまして、基準額に対する割合という

のが0.5となっておりますが、申しわけございません。0.45ですので、申しわけございません、訂正願いま

す。保険料の率ですね。よろしくお願いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 進行します。午前に引き続き、６款農林水産業費、質疑を許します。 

 休憩します。 （休憩時刻13時32分） 

 再開します。 （再開時刻13時34分） 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 午前中で、アキナ地区の被害の件を挙げましたが、ぜひまた聞き取り調査を行って、その内容について精

査をお願いします。本村は台風被害の状況等、宮古、久米島とか、ほかの離島等は台風になると被害額の金

額等が速報みたいな感じで上がってきますが、伊江村の場合はそういったところ、速報額というか。そう

いったところの聞き取り調査がちょっと弱いんじゃないかと自分は感じております。できる限りその被害額

の調査を行っていただいて、どのぐらいの被害額が出たかというのは、精査していただいて、ぜひ次に生か

せるような資料収集をお願いしたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 農林水産課長 知念吉久君。 

○ 農林水産課長 知 念 吉 久 君 

 ただいまの島袋委員の質疑にお答えをさせていただきます。 

 昨年の台風被害に関する調査状況について、聞き取り、こちらの調査そのものとしては把握できておりま

せんでした。その点については、この調査体制について、再度確認をしながら進めていきたいと思っており

ます。 

 さらにそのアキナ地区でのただいま委員からあった報告などについても、再度詳細に聞き取り調査をして

まいりたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻13時36分） 
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 再開します。 （再開時刻13時38分） 

 進行します。７款商工費。60ページから63ページ。 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 62ページの19節の110．伊江村ホースセラピー有限責任事業組合補助金の1,000万円について、いま一度使

途について、お答えできませんか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 亀里委員の伊江島ホースセラピー有限責任事業組合補助金についての使途についての説明をいたします。 

 平成27年度でございます沖縄振興特別推進交付金事業におきましては、組合としてはその名前ですが、伊

江島ホースパーク、ビーチサイドホースパークで行っております乗馬体験のための馬の購入費補助と運営そ

の補助でございます。この計画では４頭計上しておりますが、今ヒアリングの中でまだ確定の頭数ではない

ということでございますが、当初予算で計上しております４頭を計上しております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 もう１回確認します。この調教された馬４頭と運営費ということですよね。いかがでしょうか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 済みません。運営費というのは、馬を購入する運営費ということでございます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 わかりました。じゃあ施設とか、そういうことには全くこの1,000万円から捻出するということはないわ

けですよね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 今、施設に対しての補助金ではございません。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 実は主に240万円か250万円もすると、かなりの名馬らしいですよ。いかなる名馬でもこの何といいますか、

馬の専門用語は…。馬を入れる馬舎、厩舎だけに入れておくと、大変ストレスがたまって、調教。これ乗馬

体験するときは、大変危険と言っています。それで現在は、専門用語らしいですけれども、牧柵、牧場の柵

ですね。実際、乗馬体験させる柵があります。そして円形、約直径10メートルの円形がありますけれども、

この柵で調教をしたり、そこでストレスを解消させなければいけない状況らしいです。きょう私聞いてきま

した。したら今のこの牧柵というのが木製で、もう台風には必ず飛ばされるでしょう。壊れるでしょうとい
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うことを言っていましたけれども、この牧柵について、対策する考えはないですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 委員のお説のとおり、今牧柵も壊れかかっているというその弱くなっている長年の中で、老朽化している

ということは承知しておりまして、この事業の中でも当初、そういった計画もございましたが、今回その中

で事業も導入していたということもあることから、今回は馬の導入のみに今回導入をしています。 

 そして、そういったことも踏まえまして、ほかの事業あるいは同事業によりまして、牧柵の改修は可能か

どうかも検討をしてまいりたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 私も触りました。実際、乗馬体験する牧柵、長戸、そして円形の牧柵も触れてみました。本当にちょっと

20メートルぐらい吹けば、恐らく崩壊するのではないかと思います。もしこういう250万円もする名馬が来

て、やってもしこの柵が壊れたとしたら、名馬に与えるストレスというのははかり知れないということを担

当といいますか。管理者は言っていましたけれども、この牧柵については、できる限り台風時期までは改修

する必要があると思いますが、いかがでしょうかね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 今、委員お説のとおりではございますが、予算とのこともございまして、それにつきましてはまた管理し

ている組合ともまた村の行政の中でも検討して対応をして、検討をしていきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 まずはこの牧柵については、１日も早くこの名馬が来るまでには、できたら完備したほうが私はベターと

思います。そしてあと、今あの施設内には、御存じのとおり枯死木といいますか、古くなって全く寿命がな

い。そういう木がほとんどですよね。景観上大変悪いです。そして入り口には、ぽっとん式のトイレが大き

な口を開けて待っています。あの光景を見ると、子どもたちがどう思うか。それと私はよく行きますので、

乗馬体験させますので、雨天の翌日ぐらいに行くと、あの車の進入口はびしょびしょですよ。そういうとこ

ろの景観を完備することも大事だと私は思います。これだけの250万円もする名馬４頭を置くわけですから、

それなりの施設完備というのは大事だと思いますけれども、それいかがでしょうかね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 若干、補足させていただきます。場周柵ですよね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻13時46分） 

 再開します。 （再開時刻13時46分） 

 村長 島袋秀幸君。 
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○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 結局ですね、この現在ある柵も村の助成金を使用してつくってあるんですよ。過去にもやりました。その

辺の部分が五、六年になるんですかね。やって確かにその辺の部分が傷んでいるし、現状の部分でマッチし

ないという話も私は聞いておりますが、そういう中を受けて、今回のこの一括交付金では、やはりこの調教

された馬を購入して、円滑にその辺の部分の利用者の需要に応えていて、なおかつこのホースセラピーのこ

の会社の収入を上げて自立できるような基本的な基盤づくりという部分でやっているわけです。その事業を

今1,000万円ですが、結局は事業全体では1,200万円になるわけです。これ80％ですから、その辺今後また組

合とも調整をしていかないといけないわけですから、そういう部分でこの施設については、私は今この地方

創生の中で県と調整を、企業を支援していくという欄がありますから、このホースセラピーと伊江島カント

リーを支援できるような部分でこの地方創生の事業の中でできないかという部分で県と調整をさせましたが、

なかなか厳しいということです。企業支援という欄はありますが、あくまでも販売促進とか、その辺のピー

アールですね。ＩＴのこの辺のホームページとか、この辺の部分はできるけれども、直接的なこの辺の施設

整備については、なかなかこの事業でも厳しいということを伺っていますから、当初はこの亀里委員のこの

牧柵については、地方創生の事業の中で私は整備していきたいという部分で調整をさせましたが、県の調整

の中では厳しいということで落とさざるを得ない現状ですので、今後長期的な部分と即座に、早目に対応で

きる部分を調整させたいと思っていますが、将来的にはやはりほかの交付金事業もありますから、そういう

中でどういったこういう牧柵の整備ができるか。あるいは周辺の環境整備を含めて、そういう部分でずっと

あります山城委員からもありましたその辺の海岸のこの辺の部分を含めて、全体的な部分をやるとすれば、

やはり調整交付金事業とか、ＳＡＣＯ交付金事業とか、その辺の部分の中で事業構築をしていかないといけ

ませんから、その辺の部分は中長期的にはこの辺で進めていって、短期的にとりあえず、どの辺ぐらいのが

必要なのかというのは、そういう組合と今後調整をしていきたいと思いますが、亀里委員がおっしゃる全体

的な周辺整備という部分は、これは単独では無理ですから、やはり事業構築に向けてもこれも補助事業先と

こういうメニューに合致するのかどうなのかは調整は必要ですが、そういう部分で中長期的な部分と、とり

あえずすぐできる部分と、環境整備においてもですよ。でこの事業では、とりあえずはそういう多くの人が

来て、安心して、安全に楽しく乗馬ができる体制づくりをするということで、今回この一括交付金では調教

馬、ちゃんと調教された馬を４頭飼って、これで組合員が一生懸命努力をして、自立できるような態勢づく

りにしたいということの事業ですので、環境整備はまた今後、考えていきたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 わかりました。全体的な環境整備については、長期的にやるということですけれども、先ほど言った牧柵、

これは担当は牧柵と何回も言っていました。「どういう字を書くんですか」と聞いたら、「牧場の牧に柵と書

く」らしいですよ。それらしいですよ。この牧柵については、何らかの方法をとって、そんなに予算のかか

るような何千万円かかるような予算じゃないような気がするんですよ。私が見てもですね。そして、牧柵を

支える、横を支えている支柱が小さすぎると言っているんですよ。私触りました。 

 そして横に打っている柵ですね、実際の柵もかなり薄っぺらのものですね。本当にがたがたと。恐らく今

度の台風が来たら、今年の台風でなくなるのは間違いないです。その辺補強するかですね。またやりかえる

かということが、必要だと私は思いますけれども、もう一度どんなでしょうかね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 
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○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 繰り返しでございますが、私の答弁といたしましても、この中で組合ともまた庁議でも検討してまいりま

して、いつごろできるかということを検討してまいりたいということでお願いいたします。 

 それと枯死木、トイレ、雨天時のこの場内の水ということに対しまして、向こうの牧場長から話を聞いた

のは、枯死木の件につきましては、これは撤去してもらえないかということがございましたので、これにつ

きましては旅行村、キャンプ場内の枯死木も撤去、この予算の範囲内で撤去をしておりますので、その中で

対応しますというふうにはお答えしておりまして、トイレと雨天のその水辺については、そういった情報は

来ておりませんので、そういったことももし何かありましたら、御相談あるいはそういったことはお話をし

たいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 枯死木ですね、ぜひやってください。この枯死木の前に、あのトイレはいかがでしょうか。ぽっとん式で

口を開いて道路側にあるんですよ。あれを壊すのにそんなに時間と金がかかるものですかね。いかがでしよ

うか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 申しわけありません。ちょっと私そのトイレが実際、いつも行くんですけれども、多分あの小さい小屋が

トイレかなと今、思ったんですが、そういったことであれば、その撤去をするということであれば、それと

あわせてできるかと思いますので、そこも含めましてまた組合とも調整をしていきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 先ほども申し上げました全体的な部分については、交付金事業で検討していきたいと思いますが、いかん

せん平成27年度は交付金事業もこの予算に計上してありますので、そういう中でやはり計上している部分の

進捗状況の中で、平成27年度厳しい部分があればその辺の部分もありますが、今のところはその辺の部分も

いっぱいＳＡＣＯ交付金、特定防衛施設交付金も事業計画をしていますので、今年度は無理なんですが、今

言うこのまたトイレとかは、この辺は多分の個人の部分を譲り受けていると私は思っているんですよ。だか

ら、ある程度のこのトイレとかも、やはりトイレつくっても1,000万円かかるわけですから、水洗便所、浄

化槽をつくると、やはり単独では無理です。これははっきり言って、だからこれつくる間は、近くに野球場

のトイレもありますから、ぜひその辺の部分を…。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻13時55分） 

 再開します。 （再開時刻13時57分） 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 失礼をいたします。ちょっと勘違いをしまして答弁をしてしまいまして申しわけなく思っています。休憩

中にありましたこの旧式のトイレについては、基本的に今のこのホースパークのほうが所有者から借用して

いるということですので、その辺の撤去については組合のほうで責任をもって、所有者と調整をしていただ
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きまして、その辺の実際これを撤去する工事等については、先ほどあります枯死木の撤去にあわせて、村が

できるかどうかをまた組合と調整をしたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻13時58分） 

 再開します。 （再開時刻14時00分） 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 本会議の中でちょっと申し上げましたフェリー内での観光ビデオの件なんですけれども、あれはビデオの

ほうは完成していて、庁議の中でちょっと皆さんにまた確認をとってから、放映したいという話でありまし

たけれども、４月に入りますと、やはり大きなイベントも構えていまして、それに間に合うようにしてほし

いというのと、それと本部港のターミナルでのその放映も管理が本部町という話だったのか、ということで

調整が必要ということでありましたけれども、そういったところもちょっと早目に対応をしていただいて、

たくさんのお客さんが来るのに間に合わせるようにしてもらいたいと思いますけれども、どうですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 ただいま山城善彦委員の御質疑、本会議の予算の御質疑もございましたことでして、今実際このフェリー

でやっている５分程度のものができておりますということで、船のほうでもどのようにして放映するかとい

うことで、公営企業課のほうとも確認をとって、実際船のほうで調整をしてもらっているところでございま

す。それと本部港での放映につきましては、本部港港湾管理事務所、本部町が委託をしておりますが、そこ

ともお話をさせていただきましたら、それは大丈夫できますと。放映することは可能ですと。ただいまある

この大きなテレビが１台ありますが、向こうにはＤＶＤができる機械がなくて、デッキがなくて、そういっ

たことも伊江村で準備ができるのであれば放映してもいいですと。ただ大きな画面で写すのは、ほかのお客

さん、それだけではないということがありますので、そういう機械が調整できましたら、また本部港のほう

でも流していきたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 機械を調整できたらということは、ちょっとわかりづらいんですけれども…、もうちょっと。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 調整というのは、購入して向こうで設置するということでございます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ３番 山城善彦委員。 

○ ３番 山 城 善 彦 委員 

 はい、わかりました。と言うことは、４月のそのイベントに向けて、間に合うということで理解してよろ

しいですね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 
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○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 今の購入というのは、予算が伴うものですから、すぐ４月にということで、今この予算はとってはいませ

んが、もしほかの代替でできることであるのであれば、今その役場内にあるこのＤＶＤデッキ等が可能であ

れば、今一応、一時借り入れをしてできるかもしれませんが、購入ということにつきましては、４月１日で

はなくて、それ以後のことになるということでございます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 私からお答えをさせていただきます。 

 ビデオ放映については、ずっと以前からありますが、その辺の部分については、なかなかですね。前に進

んでいないことを本当に心からおわび申し上げたいと思います。 

 観光ビデオもできましたので、商工観光課長はその辺の部分でなくて、私として早目にその辺の部分は、

予算の話もありましたが、どうにか工面もできると思いますので、そういう中でおっしゃるとおりですよ。

マラソンとかゆりまつりの前に、せっかくできた部分を放映できなくて、１年後にやるという部分は、これ

何のためにつくったかわかりませんので、その辺はしっかりと観光、担当課長も担当も、公営企業課も連携

をさせまして、マラソン、ゆり祭りには、しっかりと放送できるようにしていきたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 ただいまのＤＶＤ、観光ビデオの件なんですけれども、このビデオについては、今民泊をしている民家の

皆さん、もし希望者がおれば販売することは可能なのかどうかですね。例えば民泊を受け入れしたときに、

食事を提供しますけれども、その食事をしながらそのビデオを流して見せるとか、なかなか家庭においては、

家族団らんということで、いろんな話は出ますけれども、食事は３度与えるものですから、その中でビデオ

を見ながら食事をするとか。そういったことをすると、その観光名所だけではなくて、施設だけ。本部の話

がありました、だけでなくて、家庭でも見れる状況になるわけですよね。ですからこの民泊の皆さんが見て、

そのビデオを見ながら、そして帰った後にもその伊江村の紹介もできると。さらに民泊も民家体験もできる

わけですから、よろしいんじゃないかと思いますが、今後においてもし２つの民泊している団体に対しても

民家、希望者がいれば販売できるというふうなことは考えられませんか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 内田委員の御質疑の件につきましては、ぜひそういう希望者の方には、販売という方法でお分けしていき

たいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 先ほど来、出ていますこのホースセラピーについても私のほうからも、ちょっと確認をさせていただけま

せんか。 

 と申し上げますのは、現在何頭の馬がいて、その馬の稼働率が、もう馬の頭数では足りないということで、

４頭の要求があったのか。ということですよ。この辺ちょっと確認したい。と言いますのは、このホースセ
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ラピー運営が厳しいというふうに聞いていますけれども、馬というのは生き物で飯もあげないといかないし、

経費もかかるわけですよね。その辺のこれからの運営はどうなるのかなという、いらん心配かもしれないけ

れども、その辺の見通しというのはついて、今回４頭また追加するのか、その辺を確認しておきたいと思い

ます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻14時07分） 

 再開します。 （再開時刻14時09分） 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 ただいまの島袋義範委員の御質疑にお答えいたします。 

 当初、組合設立当初は馬が７頭おりまして、現在今は５頭で運営をしておりますが、ただしこの５頭につ

きましては、組合員の保有の馬でございまして、調教がそこまで行き届いていないと。人が必ず手綱を持た

ないと、馬主が持たないとこの乗馬体験ができないということであります。 

 そして今回、購入する馬につきましては、調教もきちんとされた馬を購入いたしまして、これはオートマ

チックという言い方ではございますが、先頭に手綱を持つ人がいて、その間に２頭から３頭を置いて、最後

にまたもう一人、手綱を持つ、２人で５頭、５名の乗馬が体験できるということで導入をする。そういった

ことがありまして、導入を計画しております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 現在のじゃあ今、７頭から５頭になっていると。この馬は個人が、組合員といいますか、組合員が持ち

寄っているということでしょうね。これはこの４頭が来たら返すということですか。そして今の５頭でどれ

ぐらいの稼働率、稼働率はどういうふうにして計算するのかわからないけれども、どれぐらいのものなんで

すかね。今の４頭でも足りなくて導入するんだと。経営がうまくいくんだと、今の５頭では乗馬体験の皆さ

んがたくさんいて、もっとあと増やせば多くなって、収入がふえて経営がよくなるんだという考えで要求さ

れているのかですね。その辺ちょっと疑問に思うんですよ。今何でもかんでも補助を出すというのも、

ちょっとと思ったもので、会社をつくらせばあとはみんな尻拭いは村がするのかという気がしたもので、そ

の辺を聞いているわけですけれども…。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻14時12分） 

 再開します。 （再開時刻14時13分） 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 島袋義範委員の先ほどの御質疑にお答えをさせていただきます。 

 委員が懸念されている部分は、私もそのように理解をしております。ただ12月の議会でも申し上げました

し、その辺のこの今回の乗馬体験の部分については、将来的に伊江村の観光メニューの要するに売りを出す

ひとつの大きなセールスポイントという意味合いで、これまでずっとやってきていますし、今回もこの一括

交付金の中で自立できるように支援をしていきたいと思っておりますので、ぜひ今回のこの事業と、あるい

は亀里委員からありました、その辺の部分のこう整備をやった次には、やはりこの事業組合自体として早目

に自立できるように取り組みをお願いしたいと思っております。島袋委員がおっしゃるように、「じゃあこ
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れはいつまでもやるんですか」という部分になると、これはやはり村としてもほかのところとの兼ね合いも

ありますし、なかなかできませんが、ただずっと12月議会からもいっているように、そういう部分の意味合

いもあって、将来の観光に資する、そういう事業だという部分で、これまで前村長も支援してきましたし、

私も一人前、自立できるまでには一生懸命この辺の部分を支援していきたいという部分ですので、おっしゃ

るとおりじゃあ起業をして、その辺の部分が思わしくなければ、すべて村がやっていくかという部分は、こ

れは到底できない話ですので、その辺はぜひ理解をしていただきたいと思いますし、また組合にもですね。

その辺はしっかりと自覚をしていただいて、早目に自立できるように取り組みをしていただきたいと思いま

す。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 私はそういう乗馬、組合を否定するものではありません。伊江島のこの自然を馬に乗りながら体験してい

ただくという、これはひとつの大きな伊江島の観光のポイントになるのは間違いないと思うんですよ。だけ

ども、これは皆さんが早目に自立できるように、基本的なものは、ちょっと金は最初は多く入れてもいいか

ら、今言われたようにどこが不足している。どこが不足しているというのではなくて、一発にちょっと大き

めの事業を導入していただいて、最初はちゃんと整備してほしいなと。その後は、皆さんでやってください

よと言えるぐらいの、この大きな気持ちで、またたくさんの資本を入れてでも、ちゃんと整備をしてから受

け取らすというふうなことを考えないと、「今度はこれやりましたよ」、「これやりましたよ」で、みみっち

くやっていくと、いつまでたっても自立できません。その辺です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 先ほど申し上げましたように、周辺のこの辺の全体的な環境整備は、特定防衛施設交付金かＳＡＣＯ交付

金。その辺の部分で事業構築をしてまいりたいと申し上げてありますので、そういう部分でこう事業構築に

向けて取り組んでいきたいと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 進行します。８款土木費。64ページから71ページ。 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 道路補修の件でお伺いします。 

 今、区長会あたりからでも、ちょっと個人的にまたこの道路を復元してくれないかとか。ちゃんと整備さ

れてなくて、いつもぬかるむという道路の補修要求というのがたくさんあって、予算が追いつかない状況は

わかりますけれども、その辺今区長会あたりから出て、建設で承知しているものの、何割ぐらい、年間でで

きているのかですね。その辺をお伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 現在、区長会などからの要請がありましたら、その場所、そういったもの。すぐ確認をして、今の現在の

ところまではほぼ区長会などの要請のあった場所については、随時できているという認識を持っています。

ただしそれは舗装とか、そういうことをしているわけではなくて、そこのほうにコーラルとかを敷いてやっ
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たりしている状況でありますから、やはりまた３年後ぐらいには、その農道がかなり活用されていたりした

ら、傷んでくる状況もありますが、この道路内農道も含めて、村内の集落道の補修、あるいは側溝などの要

望等について、今のところほぼそのような要請に対応していると、今のところいると認識しています。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 67ページの３目、排水維持費では、特に具志排水についてですけれども、この具志排水については、私は

現役のころ、漁師のところに何度か、３回ぐらいですかね。スーツのままで殴り込みをかけました。その結

果、具志排水もかなりいい結果になっておりますけれども、今では多額の維持費、毎年毎年やっているんで

すね。心苦しいところもありますけれども、お陰さまで具志の浜はきれいになりました。そして今、去年か

らですか、水質浄化実証実験が行われておりますけれども、ここまできた、実証実験について、どういう感

想でおられるのかですね。お聞きします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 お答えします。 

 ただいま委員がお説の具志排水施設の浸透池につきましては、これまで水質の悪化が非常にありまして、

そのたびに土砂の状況をやったりとか、そのようなことをやっていても、なかなか改善の策はなかったとこ

ろに、今回屋部土建と３業者が企業体となった実証実験のお話がありまして、そのお話の前提としましては、

やはり屋部土建でされている方が伊江島とよくかかわりがある方でありましたので、そういった中で、その

実証実験の前にもそのルミライトの資材を使った一応、試験というか。そういった効果のところをこの実証

実験の前にも、実はやって今の結果、実証実験ができました。そのときにも、当時の薬品、ルミライトとい

う資材をまいた状況で、すばらしい水質浄化になることが、一応わかりましたけれども、そのまく時期とか、

いろんな対応がありましたので、そのままその方には申し上げてなかったんですが、その後、その方はまず

那覇市の識名園のほうの池も、そのようなルミライトの方法で実験をしたところ、評価があると。さらに茨

城県のほうでも、そういった水質の実証実験を応募してやったところ、評価があるということも踏まえたと

ころ、伊江村に話が出てきましたので、私たちとしても、ぜひ実証実験ならば、ひとつ了解したと。村長に

報告をしましてやったわけですが、実際のところ水質の浄化については、非常にいい効果はあると思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 私も実証実験をする当日、先週でしたかね、私行きました。本当にびっくりするほど浄化されていました。

ただひとつ懸念されたのは、これはある程度薬品を入れて浄化するでしょう。そしたら、「この薬品の流れ

出る影響はどうかな」といったら、「これ全く心配ない」ということでした。それぜひですね。この課長、

この実験が恐らく私は成功すると思います。また成功させなければいけません。ぜひこの実証実験が終わっ

た暁には、この薬品でやっているわけですが。これで浄化するわけですか、薬品ですかね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻14時23分） 

 再開します。 （再開時刻14時23分） 

 ８番 亀里敏郎委員。 
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○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 それでですね。もしこの実験を恐らく成功しますよ。これを継続して事業として、伊江村の浄化、この具

志排水を浄化させる施設として、やる気は行政としてあるんですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 この実証実験をして、実は12月でしたかな。このセミナーを屋部土建が主催をしてやったんですよ。その

セミナーの状況も30分程度のビデオも流しながらやりまして、その中で本来ならば少年科学団にも、この水

質の汚れる理由とか、そういったものを全部教えていって、本当は最後にその水の中に金魚がずっと育つと

いうか。大丈夫ということまで本当は、子どもたちに見せたかったんですけれども、時間的に余裕がなかっ

たということがありまして、そのようなことを先ほど、海岸のほうにも影響がないということも考えられま

すし、それを踏まえて行政として、何かの事業ができないかにつきましては、今年平成27年度も継続して、

一応はやっていただくということを聞いていますので、そのようなことを聞きながら、その方々たちといろ

んな模範的に、また視察がぜひ多くなるようにちょっと期待しているところであります。つきましては、平

成27年度でまたいろんな展開ができるかどうかは、今後情報を聞きながら、検討していきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 答えを、決断といいましょうか。答弁には私の質疑には、答えるのは少し難しいかもわかりませんけれど

も、具体的に実証実験ではなくて、実際と実施される年度として、どのぐらい。いつごろを想定されている

か、お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 そこにある、この機材といいますか。そのほうは、その業者が設置したわけですが、先ほど申し上げたよ

うに、この平成27年度も引き続き、その機材を使ってやっていくということなので、それをその機材をその

まま継続して使わせていただくのか。そういったところを踏まえて平成27年度にいろんなことを続けていけ

るかどうかを、検討したいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 ありがとうございます。ぜひじゃあ平成27年度はきちんとしためどをつけていただいて、そして実証実験

ではなくて、実際に行う事業として、した場合ですね。これも少し難しいかもわかりませんけれども、どの

ぐらいの維持費が。そして今までやってきたこととどのぐらいの差額があるのか。多くなるのか、少なくな

るのか。難しいかわかりませんけれども、課長の想像する範囲でよろしいですから、ちゃんとお答えできま

せんか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 そうですね。その維持するために必要な、先ほどの材料。ルミライトという資材の購入、それと電気料が
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少しかかりますが、費用的にはそれほど、その維持費の現在もこの平成27年度に予算計上していますが、そ

の計上の予算のぐらいのほうでできると想定していますので、先ほど来、申し上げますように、平成27年度

を見極めながら、継続してできるようにしていきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 わかりました。具志排水に毎年、毎年、つぎ込んでいる管理費というのは、760万円ぐらいですね。今年

の予算にですね。もしこの実証実験でやるとしたら、実証実験の結果よくなると。やるとしたらこの700万

円余の事業費は、どうなるんでしょうかね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 この予算の内訳としまして、11節の需用費のほうに、先ほどのルミライト等の資材代、あるいは電気代と

いうことが含まれるということになりますが、この11節の需用費の中にも、この具志排水施設の電気料です

ね。そこのほうの役務費代、薬品代、そして委託料につきましては、まるまる具志排水施設の委託料でござ

いますので、この委託料をいろんな方向で軽減していくような努力はしますが、そのルミライト、具志排水

に係る費用につきましては、先ほど言う全体の中から、軽減できるということにはならないのかもしれませ

んが、委託料とかを軽減できるように、努力することによって、全体の節減ができると思いますから、そこ

ら方面で努力するべきことかと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻14時31分） 

 再開します。 （再開時刻14時31分） 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 全体的にこの水質浄化の部分の件について、私から答えさせていただきます。 

 今回具志の浸透池もやりましたが、そのほかに唐小堀のため池も一緒に実証実験は行っているわけです。

過去にも伊江村は、やはりフィールドとして非常に適していまして、ため池もたくさんありますし、河川が

ないという部分で、そういう部分の水質浄化の実証実験するフィールドとしては、島国だし、人口も5,000

人、なおかつ第一次産業、漁業とか、その辺の部分もほかのところに比べて、ほかの離島よりはずっと振興

しているという部分で、非常にその辺の実証実験の中で非常に適しているという部分で、過去にもたくさん

のこの実証実験の依頼があって、伊江村としては、来るものは拒まずということで、ずっとフィールドとし

て金は出せませんが、「どうぞやってください」という部分で受け入れて、何回もやってきて、過去にも復

帰１号とかに、県の事業でそういう水質浄化の機械を入れた経緯もあります。最初は非常にいいです。 

 基本的に、亀里委員には申しわけないですが、やはり費用対効果なんですよ。だから私が言うには、これ

は聞いた中では、この事業が南部の与那原とか、南城市で、今県の一括交付金でできないかという部分で調

整しているという情報を受けていますので、非常に興味を持って見守っていますから、その辺の部分を見な

がら、どのぐらいの要するに費用でできるのか。その辺を見ながら、村としてのこの辺の事業導入は考えて

いきたいと思っておりますが、非常に効果があるのも確かです。なおかつ、ルミライトというのは、中国、

韓国からの鉱石を持ってきて粉末にしたものですから、そういう二次的な作用といいますか。それもないし。

今やはりこの鉱石が外国から輸入している点は、ある程度、若干の不安要素ではありますが、でも近いです
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から、そういう部分でやっていきたいと思っておりますので、この南部の市町村が今、県とやっている部分

を、若干見守って村の部分はやっていきたいと思っております。それとこの排水維持費のこの700万円ぐら

いについては、先ほど休憩中にもありましたが、これはこれでここ西側ですか。西側に今建設をしている浄

化施設がありますから、おおむねこれにかかる経費が多いわけです。電気料とか保守管理料とか、その辺で

そこも出ますが、このルミライトを活用したこの辺の部分でやると、若干は減るかもわかりませんが、基本

的にはこの浄化施設、二次処理をする施設の電気料とか保守料ですから、そんなには軽減できないのかなと

いう感じです。 

 いずれにしても、効果はありますから、この南部の市町村の動向を見ながら伊江村での実施は、今後検討

させていただきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻14時34分） 

 再開します。 （再開時刻14時47分） 

 引き続きまして、８款土木費。２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 先ほど来、具志排水の件でありましたので、自分もルミライトに関しては関係していますので、一言申し

上げます。 

 一応この資材は、簡単に言えばごみを吸着して沈殿させて、微生物を利用して、それを消滅させる。大ま

かに言えばそういった資材ではあるんですが、平成26年度の県の事業ですね。中小企業課題解決地域連携プ

ロジェクト推進事業ということで、県の事業で屋部土建、比嘉工業、南西環境研究所の皆さんのプロジェク

トの企業での事業であります。 

 先ほど建設課長からもありましたが、平成27年度も継続して実証実験をやるということですので、１年間

では多分その実績等はわからないと思います。それで一応は予算的にもいくらか上げていただいていますの

で、そして村長からの説明もありましたが、ほかの市町村でもまたそういった事業の取り組みについても、

また考えているという話がありますので、ぜひですね。急がなくていいと思いますので、そういった情報も

とりながら、もし資材で、今後経費的にと言うんですか。維持管理がコストが減になるんでしたら、採用し

ていただいて、平成27年度もせっかくそういった研究で伊江島に来ておりますので、協力できるところは協

力していただいて、成果を出していただければと思います。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 委員、お説のとおり、今後この水質浄化ですね。ため池等いろんなこう伊江村の水質の浄化には、非常に

効果があるのは、平成27年度でいろいろとこうわかって、それを先ほど村長が言ったように、またいろんな

事業ができるように、ひとつ取り組みを今後やっていきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 住宅建設費に関連してお伺いします。 

 村営住宅も古いのは何年か。もう大分古いわけですけれども、何か予算説明の中で、何か２棟何とかとい

う話が出ていたと思うんだけれども、あれ改築なのか、新たにつくるものなのか。その辺、ちょっとお伺い

します。 
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○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 お答えいたします。 

 御説明で申し上げたのは、住宅の基本計画、その中で今後２棟の団地が必要だろうというまとめになりま

して、それを県のほうへ基本計画を提示をして、今後のこの団地の国の施策の中に計画の中に一応は入れて

いくためにも、県との調整が必要だったので、そこのほうへ一応は県に見せて、それが一応は出てきました

ので、また再度村長へ報告をして、この基本計画につきましては、30日の臨時議会のほうにちょっと提示し

たいと、渡したいということを申し上げまして、改築ではなくて、２棟の新しく建設をする計画の２棟でご

ざいます。この２棟の中で、施政方針の中でも村長が申し上げておりますが、今年度でこの建設団地する場

所の選定、そういったところを早目にして、実施設計、そして平成28年度には、平成27年度で用地も含めて

の話なんですけれども、それができれば平成27年度に実施設計の補正を県に申し上げて、平成28年度に事業

着工ができるように、今県とも事業調整をしているということであります。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 新築ということですので、村内のこの住宅を借家を探しているというのか、そういう皆さんの人数という

んですか。そういうのも調べられていると思うんだけれども、どんなものですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 村内で家を探している人数については、なかなか把握できませんが、村営団地の空きが出ますと、村営団

地の入居募集をするわけですが、その際にも大体３人から４人、この団地の場所にもよるかもしれませんが、

４人と入居希望が随時ありますので、そのような中で住宅の借りたい人のニーズは高いものだということを

踏まえまして、先ほどの基本計画を策定しまして、住宅建設に今向けているところです。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 ニーズが四、五人、４人ぐらいしかいないのに、何戸つくる予定なんですか。今度新設する設計に入ろう

とするのは。何戸の世帯なのか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 今、ニーズがあるというのは、そのすぐそのような要望が入りたいという方々にもありまして、今実際、

建設したいと思っているのは12戸、１団地大体12戸として計画をしているところです。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 副村長 名城政英君。 

○ 副村長 名 城 政 英 君 

 少し補足説明をさせていただきたいと思います。 

 私もこの住宅、マスタープランを作成するときに、委員長ということで副村長が委員長になって検討をさ
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せていただきましたが、単なるこの団地をまず何戸つくるかというところについては、単なるこの入居者が

何名希望者がいるのかということだけではなくて、つまり現在、公営住宅に住んでいらっしゃる方々のライ

フスタイルが変わった人たちがいるんですよ。つまり入居当時は子どもが３人いて、夫婦がいた。しかし３

人の子どもが卒業して村外に出られた。夫婦２人っきりですよと。今後はこの夫婦については、例えばバリ

アフリー化した住宅に、例えばそういった施設をつくることによって、そこに移動をしてもらって、そこ空

いたところに子どものいる世帯を入居させていくという。そのライフスタイルに対応した、ある程度そう

いった公営住宅は必要だろうと。つまり３階建てであれば、例えばですよ。一番上は、ある程度夫婦の人た

ち。２階は子どものいる人たち。１階はバリアフリー化をした住宅をつくるということで、ライフスタイル

によって、ある何年かしたときには、再度その公営住宅に住んだらずっと住むということではなくて、それ

らを循環させていくスタイルをとりながらやっていくことも必要だろうということを含めて、例えばセーフ

ティーネットの拡充ということがあるんですが、公営住宅を低所得者であれば、すべて入るということでは

なくて、そういった一人親、高齢者の一人住まいあたりを、例えば一戸の住宅があって住んでいらっしゃる

と。この人たちを逆に、そういった安全管理ができる公営住宅に住んでもらって、空き家を逆にバンク登録

をしておいて、子育て世帯にそこを貸してあげようということも含めて、すべての伊江村における住宅事情

の解決も含めてこの検討委員会の中で検討していく必要があるよなという話もしながら、実際に何人希望が

いて、何戸のものが必要ですという具体的な数字をはじき出す前に、伊江村のライフスタイルに合った、今

後の伊江村における公営住宅のあり方を検討していこうという姿勢にのっとりながら、今回２棟の14戸をあ

る程度やることによって、今の空き家、あるいは民間のアパート、そして公営住宅をうまく低所得者の世帯、

あるいは若者の定住促進、あるいは移住者促進も含めて、すべての中で考えていく中で、それぐらいをつ

くっていくことによって、どうなるんだろうということも、これから研究をしながら、一気に２戸つくるわ

けではないですから、それもやりながらやっていこうと。 

 それともうひとつは、先ほど島袋委員からありましたように、例えば伊江村のホームページに、空き家情

報あたりをのっけていこうと。そうすることによって、それらが公営住宅の担当のところで、あるいはいろ

んな人から、区からの情報で伊江村のホームページに空き家放送、登録みたいな感じをやっておいて、「う

ちのどこどこ空いていますよ」ということがもしできるのであれば、これらがうまく移住促進につながった

り、あるいは伊江島で仕事をしたいんだけれども、家が探せないと。探せるのであれば、伊江島で住んでみ

たいという人たちにも、ある程度サービスにもなるし、そういったことも含めて今回のマスタープランの検

討委員会の中でもいろんな話が出てきましたので、それらを含めて今後、拡充しながら、あるいはそういっ

たこともできればということも検討させていただきましたので、前向きにそういったことは住宅不足がない

ようなことが、もしできるのであれば、そういったことも古い家の活用、あるいは公営住宅だけではなくて、

それを全部含めて公営住宅の建築に向けて検討をしていくべきだと考えておりますので、御理解をお願いし

たいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 土木費に関連をして、質疑をいたします。 

 先ほど建設課長には、写真をお渡ししてありますけれども、ゴルフ場東側の今、一周道路にフェンスに改

修工事を行っておりますが、パイプもたってあとはそのワイヤーメッシュというんですか、それを設置して

樹木を植えると。既に樹木の選定もできているということでありました。そこで近年、村においてもドラゴ

ンフルーツの栽培が盛んなんです。各個人によって屋敷内に植えたり、また屋敷外に植えている人もいるん
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ですが、このドラゴンフルーツは植えつけをすると、三年、四年から大きな枝になって繁茂する状態になる

んですが、今帰仁村で私たちの同志、議員であります先輩議員が2,000坪ほど、それを栽培しているんです

ね。それは今帰仁村の場所はわかりませんが、海、湾になったところがあって、非常に塩害にも強いという

ような話をしておりました。ちょうど今、川平にある人がドラゴンフルーツ栽培をしておりますけれども、

ちょうどこの栽培する状況が、今の一周道路のパイプの状況と似ているんですよ。栽培方法が。 

 ですから、すべてとは言いませんが、またドラゴンフルーツも四、五年になりますと、この道路にはみ出

しはしないか。それはトゲもあって、非常に管理にはどうなるのかという心配もありますが、道路にはみ出

した部分はカットすれば大丈夫だと思うんですよ。ですから試験的といいますか。あの施設に今あるパイプ

に５メートルから10メートルぐらい、まずドラゴンフルーツを植えてみて、景観といいますか。それも考え

ながら、実証試験というんですか、試験的にこれ塩害に非常に強いんですよ、ドラゴンフルーツは。 

 今帰仁村の先輩議員も聞きました「塩害に強いですか」ということを聞いたら「台風が来た後に、そのま

まの状態では枯れる」と「だけど、上から水をちょっとだけかければ、もう大丈夫ですよ」ということがあ

りましたので、今工事している道路に限りませんけれども、あれだけの広いゴルフ場がありますから、周辺

にどこかにでも、できるのであれば西、東、あるいは南、北というふうなところに、それを植えつけしてみ

たらどうかなという思いがありますが、いかがでしょうか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 内田委員から、このドラゴンフルーツの写真とかの状況も見せていただいて、その今、工事している場所

に適切な植え方がちょっとできるかどうか。私はわかりませんが、いずれにしましても、このカントリーを

運営しているカントリーの古堅社長とかと調整をしながら、またその先ほどおっしゃったように、この場所

には限らないということでしたので、周囲のどこかにそういった対応ができるものなのか。そういった調整

で、おっしゃるように試験的に、しかし村のほうが試験的にできるかどうかが、またできないと思いますか

ら、そこをその会社のほうとかが試験的にできるかとか、そういう調整をさせていただきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 今、建設課長におあげした写真の中で、左下ですね。それが今年の植え付けなんですね。本人に聞きます

と２月に植えつけたと。右側の繁茂しているところは、もう植えつけして５年の段階なんです。５年になり

ますと、恐らく道路にはみ出すこともあると思いますから、その辺をカットしたりしてやれば、その一周道

路あたりでも十分に対応できるのではないかというような思いがあるわけです。 

 ですから、場所的にもそこには限りませんけれども、ちょうどドラゴンフルーツは今の時期なんです、植

えつけは。早いもので来年から実がつくと。私もちょっと植えてありますが、写真のとおり今年２月に植え

つけをしました。同じ写真のようなパイプをつかって、今施設をつくってありますが、既にもう芽が出てい

るという状態で、その辺も含めて。私が言いたいのは、そのドラゴンフルーツ自体が塩害に強いと。あの場

所にも適しているんじゃないかなということを申し上げたくて、あえてドラゴンフルーツを今、提案という

ことでやっていますから、ぜひ会社がやるか、行政がやるか、検討をいただきたい。そのように思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 



― 68 ― 

 今、お説のドラゴンフルーツの時期につきましても、現在このカントリーの社長とも調整をしているわけ

でもなくて、これからもまだまだこのカントリーとの管理をしながら、社長なんかとの調整が出てきますの

で、このすぐさまはちょっとできるとは、ちょっと申し上げられませんが、すぐ調整をして１年間、いろい

ろな角度から話し合いをしてから、またいろんな方々にもお話を聞くことも必要かと思いますので、そうい

う運営も含めて、今後またこの対応をさせていただきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 66ページの11節の101．道路維持補修費のほうなんですが、別件で内間委員からもありましたが、工事の

発注等ですね。早目にできないかという質疑もあったんですが、農道補修に関しては、一番要望等があるの

が、梅雨時期の前、特に４月後半から５月、６月、７月とたばこ農家さん、大分忙しい時期なんですよね。

そしてＥＰ１ですか、収穫期。使われるということで、それをまた運搬もします。ですからその時期に、ど

うしても農道等が利用できないということになると、たばこ農家さんは大分困られます。そして実際、要望

等が出されるのがその時期が一番多いもので、できれば早目に各区に実態調査を依頼して、できるだけ梅雨

時期前に、依頼があったところに関しては農道補修を早目にしていただいて、そうした繁忙期を安全に農作

業できるように、早期発注できないかどうか、お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 お答えいたします。 

 委員お説のように、その農道とかの時期がやはりあります。農道に関しましては、梅雨時期だけではなく

て、サトウキビの収穫前のほうも非常に大事な時期になります。それでこの予算の中で、やはり各区へやは

り要望等の依頼をしたときに、たくさん出てきて、一気にそこだけやることもあるかもしれませんが、大体

要望のほうですね。一応見ながら、年間を通してやはりその道路補修の要請もあることから、先ほど申し上

げた要望事項が出てきたときに、その場所あるいは本当にこの時期にこれだけのものができるかどうか。い

ろいろと判断をして、このずっと１年間を通して、また適正な対応をしたほうが、予算の効果としてもある

かと思いますので、先ほどお説のこの要望箇所につきましては、早目に区長に連絡、要望事項を調整してい

きたいと思います。４月に入りましたら、そのようなことを新区長などもいるはずですし、そのような状況

を要請依頼をしてみたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 ぜひお願いをしたいと思います。調査等は早目に出しても構わないと思いますので、やはりそういったふ

うに年間を通して、維持管理をするというのは、重々わかっておりますが、やはりそういった年間を通して、

一番大事な時期でありますし、一番農作業をしながら、農道にかかわる事故等があるというのは、一番農家

サイドとしては、次の後継者をつくる意味でも、そういったものがないほうがいいと思いますので、ぜひ調

査等は早目にできると思いますので、その辺は考えてまた継続をお願いしたいと思います。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８款質疑ございますか。〔「進行」の声あり〕 

 ないようですので、進行します。９款消防費。72ページ。〔「進行」の声あり〕 
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 進行します。10款教育費。74ページから96ページまで。１番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 76ページ、預かり保育料保護者負担分助成金277万円計上されておりまして、説明では月6,500円、夏休み

は１万円というふうに聞きましたけれども、その根拠をお願いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻15時11分） 

 再開します。 （再開時刻15時11分） 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 ただいま、島袋委員の質疑について、お答えいたします。 

 民間の預かり保育の根拠についてですが、今現在民間が保護者に対しての利用料金についてをもとにして

算定しております。 

 金額につきましては、２分の１でございます。今現在、夏休みは２万円、８月はですね。その他につきま

しては１万3,000円の２分の１ということで計上しております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 さっきのものですけれども、この対象人数というのは何名ぐらいいるんですかね。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 今、次年度の幼稚園が、今現在持っているので51人…。ちょっとすみませんはっきりしないので、50人余

りなんですけれども、一応今、予算計上としましては30人、プラス小学校の低学年につきましても、今現在

民間の預かり保育を利用している方がいますので、その５人を含めて、こちらのほうには計上しております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 １番 島袋義範委員。 

○ １番 島 袋 義 範 委員 

 この村内での民間の預かり保育の数というんですか。１カ所ですか。それと30人。今いるということで、

対象は50人だというふうに言っていますけれども、どれぐらいのキャパシテイ、容量があるのか。その辺も

お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 今の民間の預かり施設は１カ所で、受け入れについても大体50人の規模だと聞いております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ５番 内間広樹委員。 

○ ５番 内 間 広 樹 委員 

 歳出76ページ、121．離島高校生修学支援費に関連してお伺いします。 

 平成24年から始まったこの就学支援費、国が２分の１、県が４分の１、村が４分の１ということで、年間

24万円の支援をしていただいて、大変保護者の方々から喜ばれている事業ですけれども、本村から中学校卒
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業して、北部から南部まで約20校余りの高校に進学されるというお話がありました。この高校卒業した後の

この子どもたちの進路状況等について、調査されたことがあるかどうか、お伺いいたします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 ただいま、内間委員の高校卒業した後の進路状況、進学状況、就職状況ということでありますが、おっ

しゃるように、平成24年度にスタートしたときには、内間広樹委員が独自でそういった調査をしてくれまし

た。それを受けて平成25年につきましても調査し、今年につきましては、今３月20日まで実績報告を出すよ

うに基づいてまた１月、２月、３月分の支援を支払いをするということであります。高校３年につきまして

は、その通知とともに、進学状況の協力をいただくということで、皆さんに通知をしております。きのう現

在までに、今高校３年生が51人卒業しておりますが、そのうち32人の方が今申請、実績報告を出しておりま

して、その状況では、きのう現在では大学進学が12人、専門校が13人、就職が６人。あと１人は沖高専が５

年本科ということで、１人はそのままということで、今３年生の状況については、このようになっておりま

す。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ５番 内間広樹委員。 

○ ５番 内 間 広 樹 委員 

 ちゃんと卒業後のものも継続して調査されているということであります。この修学支援金、大変助かって

いる支援金で、長いこと継続していただく上でもその事業の効果を検証されたときに、この示せる数字とし

てやはり大事なものかと思うので、今後も調査を引き続き継続していただきたいと思います。以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 内間氏委員のおっしゃるとおり、今後とも大学の進学状況についてとかというのは、引き続いて調査して

いきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 95ページの３目学校給食費について、お伺いします。 

 当初予算資料の中で、教育委員会の資料ですね。教育主要施策、平成27年度のその中の２ページでも⑦の

ほうで、食育推進について、地場産物を多く取り入れた学校給食を提供するとありますが、平成26年度の実

績と、それと平成27年度はその実績に基づいて、どのぐらいふやしていくのか。お伺いします。 

 それと高校の先ほどありましたが、進学等に関連する質疑があります。現在、那覇郷友会の会員の一人だ

と思いますが、小禄高校の近くで居酒屋をやっている島人がいます。実際その方は小禄高校のある一部の高

校生の夕食を低額で請け負いというか、やっていただいて、２人ほど部活帰りに受け入れをして、もうけも

考えないで、腹いっぱい食べさせてくれている島出身の方がおります。実はそういう方もおられますので、

教育長はそういった方を激励したことがあるかどうか。お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育長 宮里徳成君。 

○ 教育長 宮 里 徳 成 君 
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 ２点目のほうからですね。小禄高校の近くで部活動の帰りに夕食を安くで提供しているということは、最

近聞いております。以前に向こうのほうですね、離島フェアのときに、向こうで食事もしたことがあります。

そういうことで、これ聞いたのもごく最近でありますので、そこのほうにも近々行って、お礼を言ってこよ

うとは考えております。 

 それからこの地場野菜の需給についてなんですけれども、できるだけ地元産を使うようにということで考

えておりますけれども、大量にこの必要な量と、時期的なものがまだ話し合いがうまくいっていないという

のもありますので、そういうところを生産者、それから物産センター等と調整をしまして、年度初めに調整

をしまして、ある程度の年間の使用料はわかりますので、そういうことを再度、一応は調整をして平成27年

度はもう少し、需給率を上げていきたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 島袋委員の給食の地産地消ということで、今１月30日現在のこちらの実績なんですけれども、野菜全般に

つきますと、一応はその他までいうと28項目あって、全体でいくと14％なんですけれども、その中で島でと

れるゴーヤーにつきましては100％、キュウリについては32％、ピーマンにつきましては52％、トウガンで

83％、ヘチマで100％、モウイで35％、ニンジンで24％、コリンキ、スイートセブン、芋ですね。について

は100％、ナス78％、エンサイで100％という、村で一応は対応できる分については、今の実績でできるだけ

地産地消ということで、教育委員会としてもそういったことで努力をしているところです。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 はい、わかりました。教育長、先ほどの件は、実際いま１人だけとは限りませんので、ぜひ高校生及びそ

の父兄からも情報をとっていただいて、もしそういった方がいれば、ぜひ足を運んで激励のほどをよろしく

お願いしたいと思います。 

 そして学校給食のほうなんですが、先ほど挙げられたものは全部野菜なんですが、肉が全然入っていない

んですが、肉は使われていないんですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 はい。肉につきましては、今、牛肉、豚肉、鶏肉、卵も肉というんですか、畜産関係ということなんです

けれども、一応は村内については、価格等もありまして、村内の農産については今、全くございません。 

 ついでに、済みません。水産物にいきますと、モズクにつきましては100％、アーサにつきましても100％、

以下100％、魚類につきましては40％、イカスミ餃子については100％となっております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 わかりました。ぜひですね。平成27年度はより一層、その使用料をふやしていただきたいと思います。そ

してまたそういった生産者とも実際、学校給食で使いたいということでお願いをして、伊江島には有名な伊

江島牛というのもありますので、そういったことで、せっかくですから、学校給食で使いたいという話はさ

れたことあるんでしょうかね。どんなですか。 
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○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育長 宮里徳成君。 

○ 教育長 宮 里 徳 成 君 

 やはり、伊江島の特産品ということで、牛肉等については、非常に価格差があって、今の給食費の中では

非常に厳しいというものもあります。しかしながら、今後検討としまして、島から出ていく卒業生に対して、

島の特産品、伊江島ではこういういい肉がとれるとか、特別給食というのがほかの地区でとられて、ふるさ

とのよさをピーアールするということで、取り入れている事例もありますので、１回だけになるんですけれ

ども、特別メニューを検討もしていきたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 ぜひですね。伊江島にはすばらしい特産品がありますので、そういった給食で使いたいという話が出れば、

何らかのモーションを起こすと思いますので、「だめだろう」と、まずここで切るのではなくて、「そういっ

た話があるんですがどうですか」ということで、声かけというのは大事だと思いますので、行って単価が合

わないというんでしたら、しょうがないんですが、まずは声をかけていただいて、各特産品、せっかく伊江

島にいるんですから、特産品を味わわないで、村外に出て、それじゃあその子どもなんかが、伊江島の特産

品こんなものですよといってピーアールもできませんので、ぜひですね。そういったピーアールも含めてい

ると思いますので、ぜひまた平成27年度、平成28年度と考えをもって、調整をしていただければと思います。

以上です。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 教育長 宮里徳成君。 

○ 教育長 宮 里 徳 成 君 

 前向きに検討して、中学３年生、卒業前にそういうメニューをやって、伊江島でとれる特産品の子どもた

ちにもよく知ってもらう。教育のほうも取り組んでいきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 10款ほかにありますか。〔「進行」の声あり〕 

 進行します。11款災害復旧費。97ページ。〔「進行」の声あり〕 

 進行します。12款公債費。99ページ。〔「進行」の声あり〕 

 進行します。13款諸支出金。100ページから102ページまで。〔「進行」の声あり〕 

 進行します。14款予備費。103ページ。〔「進行」の声あり〕 

 進行します。歳出、全般にわたって質疑を許します。 

 11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 総務費になるんでしょうか。関連して質疑をいたします。 

 今議会でも島袋 勉議員からサイレンの件で質疑がありましたけれども、ひとつの例を紹介しますと、西

原町にあります小那覇というひとつの行政区がありますが、そこは非常に琉球民謡の中で「梅の香り」とい

う民謡の発祥地だということで、毎年４月の第３土曜日にその梅の香り大会なるものを持っている行政区な

んですね。そこの公民館で朝、昼、晩、８時、12時、５時にその曲が流れるわけなんですよ。私もちょうど

その近くに兄弟がおりまして、12時の時間にちょうど居合わせたものですから、非常に宣伝効果いいなと考

えました。 
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 そこで、いま村内においては、８時、12時、５時はチャイムだけなんですよね。６時は「イージマハイチ

クテン」と「砂持節」を交互にして、子どもたちが帰るコール、シマグチでやっていると思うんですが、そ

この中でも今各字で、この区に伝わる独特な曲というんですか。例えば東江上「シティナ節」、東江前が

「様は」、阿良が「吉田」ということで、各区に歌碑が建立されているわけです。ですからこういった曲を

８時の時報、12時の時報、５時の時報に流したらどうかなというふうな思いがあるわけです。ですからそれ

を流すことによって、勉議員からもありましたように、畑にいる皆さんが12時の時報ということで、その時

報、時報だということでわかると思うんですけれども、12時になると今度は、学校との授業時間との問題が

あるのかなという感もしないではないんですが、せっかくそういった無線もあるわけですから、サイレンが

もし復活できないとするならば、そういった方法も考えるべきではないのかなと思うのでありますが、いか

がでしようか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 総務課長 内間常喜君。 

○ 総務課長 内 間 常 喜 君 

 ただいまの内田委員の御質疑にお答えいたします。 

 昨年の12月からサイレン、時報を告げるサイレンにつきましては、停止をしておりまして、さまざまな意

見をちょうだいしているところでございます。仰せのとおり８時、12時、そして５時につきましては、伊江

村におきましては、防災行政無線におきまして、チャイム、メロディー系のチャイムで放送でお知らせして

いるところでございます。その中で、今小那覇地区なんでしょうかね。そこで民謡調の曲が流れると、大変

ユニークな案だと思っております。各区ごとにかえるというのは、ちょっと厳しいと思うんですが、何とい

いますか、島の有名な、島の独特の民謡を流すということもひとつの案だというふうに思っておりますし、

それがまた地域において、どれだけの効果があるか。波及していくかということと。時報を告げる上でどう

いった課題があるか。ほかのまた自治体の状況も見ながら、その辺ができるかどうか。検討していきたいと

思っております。現在、チャイムだけですので、あとサイレンは今のところ復活をする予定はございません

ので、そういった方法で、もし村民の皆さまに時報をお知らせできるのであれば、学校については、12時は

ちょっと鳴らすことはできませんけれども、その他の屋外拡声器も増設を今回、何基かする予定ですので、

それも含めて検討してまいりたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ほかに質疑はございませんか。２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 質疑し忘れましたので、再度戻りたいと思います。 

 60ページ、商工費の商工総務費、１目の細節の中で、観光・特産ＰＲ事業とあるんですが、その内容を

ちょっと教えていただけませんか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 島袋勉委員のただいまの御質疑、観光・特産ＰＲ事業といたしまして、実は前年度にこの事業名に変えた

経緯がございます。その平成25年度までは、それぞれやんばるの産業まつり、離島フェア、沖縄の産業まつ

りと、それぞれで予算をとっておりました。そこでこういった事業、そういう観光ＰＲ事業をひとつにまと

めるということで、この事業名に改めまして、やんばるの産業まつり、離島フェア、沖縄の産業まつりを主

にやっておりますが、その他県外で行う物産フェアへの出店、それと今年度におきましては、隣の海洋博会
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場でも物産展を行いたいという、いろいろな観光特産品のピーアールをする事業でございます。その中で、

今年度平成26年度に作成いたしました観光イメージキャラクターも紹介しながら、伊江島の観光と物産を

ピーアールしていきたいということで、この事業を提案しております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 内容に関しましては、わかりました。 

 商工費の予算の中で、今回民泊同窓会、企画されております。前回も質疑しましたが、その中で特産品の

販売促進もうたわれております。実際、民泊というのは、各中学校、高校の修学旅行の一環だと思います。

そして、これは例題ですが、伊江中等も修学旅行で行く場合、各旅行社の皆さんから、事前におみやげの

リーフレットといいますか、パンフレットといいますか。そういったものが事前に届きます。事前にその中

から選んで、そしてその生徒が持ち帰るのではなくて、そういった扱われている皆さんが、それを修学旅行

で帰ってくるものの日程にあわせて送ってくるというやり方が、これは村内とか、県内だけではなくて、話

を聞きますと、県外でもそういうやり方が主流らしいです。できれば村もそういったおみやげ、特産品を売

るというか、ピーアールするに関して、そういった事前に購入していただくというのも、ひとつのピーアー

ルの一環だと思います。できれば今回、そういった同窓会も企画されておりますので、そういった企画も各

加工業者、それと物産センターともタイアップしていただいて、そういった企画もできないかということも

検討されるのもいい機会だと思いますので、どうかその辺の検討はできないか、お伺いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 商工観光課長 東江民雄君。 

○ 商工観光課長 東 江 民 雄 君 

 ただいまの質疑にお答えいたします。 

 現在、インターネットの中では、伊江物本舗ということで、これ物産センター、会社のほうがインター

ネットで特産品を購入できるシステムもございます。その他にも今、伊江村の公式ホームページの中でもそ

ういう購入ができるシステムがございます。今、島袋 勉委員の御指摘の観光に来る修学旅行で島を訪れる

その修学旅行生にパンフレットをつくって、事前購入あるいはそのパンフレットから購入できるようなこと

ができないかということでございますので、そういったことは今、インターネットでもそういう物産を販売

できていますから、その観光、民泊を受け入れしている事業者とも相談、お話をしながら、そのまたエー

ジェントともお話できる機会がございましたら、そういったことを提案していきたいと考えております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ２番 島袋 勉委員。 

○ ２番 島 袋   勉 委員 

 パソコン等で利用するのもいいことだと思います。しかしそれを見る率がどのぐらいあるかという問題な

んですよね。実際それを見てもらう父兄がどのぐらいいるか。そしてその生徒がどれぐらいいるかというこ

ともありますので、それだけに頼らずぜひそういった本当に目で見て、実際どんなものがあるのかというの

も、読むというのも大事なことだと思いますので、次年度に向けて、今年度からそういった話し合いも含め

て検討して、これはひとつの売り上げを伸ばしていくひとつの案でありますので、機械だけに頼らず紙面も

利用するというのは、それは情報の媒体としてひとつ利用するというのはいいことだと思いますので、ぜひ

また検討していただければと思います。よろしくお願いします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 
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 副村長 名城政英君。 

○ 副村長 名 城 政 英 君 

 ただいまの島袋委員の御提言についても、しっかりとそのエージェントに要請なり、そういったものも含

めて、島に来る人たちにぜひ、１村１品運動ではないですが、「伊江島で１品は買っていってくださいよ」

というようなこともエージェントにお願いをすると。つまりエージェントは伊江島で民泊をして、帰りに国

際通りでみんな一緒に買うんだよというような段取りも含まれているんです。そこから、言葉は悪いんです

が、エージェントは集団で、どこかに大きなところに連れていって、そこからバックマージンをもらうとい

うのも、向こうの商売なので、そういったことも避けられないんですが、ぜひ伊江島で思い出の１品を買っ

ていってくださいということを、実は今年度の平成26年度に出たこの地域活性化、つまり地域創生事業で

もって、伊江島の特産品を販売していこうということで、伊江村の商工会がプレミアム商品券か、1,200円

の商品券を1,000円で販売しますよと。ですからぜひその券を使って、伊江村で特産品を買って帰ってくだ

さいという村外への方々への喚起をするための事業の一環として、商工会にそれをやっていこうということ

も今、計画していますので、それらはいま、勉委員からもあった件を含めて、そういったことが民泊の子ど

もたちにおみやげを買うときに、そういったことを使ったらどうなのかということも含めて、コマーシャル

できればいいのかなというふうに、今急に思ったわけですが、それらを含めて検討しながら、ぜひ伊江島に

来た人たちに、島に年間５万人も来るわけですから、１品ぐらい買っていってもらうことによって、相当伊

江島に金が落ちるわけで、そういったことも含めて、エージェントとも要請をしていくことを商工会、観光

協会を含めて、伊江村の観光振興の協議会をつくろうと今していますので、そのことを含めて、そこでそれ

らを強力に推進していく。また積極的に今考えていきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ほかに質疑はございませんか。６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 きのうかな、城山の上る道路の件があったんですけれども、幅員が広げられないかと。実際に国頭村なん

かは、橋の感覚で広げてやっているところはあるんですよ。だから環境でなく、下から上げてくるのではな

くて、ひさしの感覚で可能なので、必ず２車線できないというのか、環境この中で、うちのひさしのような、

そういうふうな形で今やっているわけです。国頭村で実際に道路が。そういったことでああいうところ含め

て管理用道路と含めて今後、伊江村の観光の城山もどうせやるのであれば、ただ勾配でやるのではなくて、

２車線やろうと思ったら、遊歩道までつくろうと思ったら可能なんですよ。だからそういった国頭なんかで

やっているので、調べてもらってぜひこういった工法的なものを、しっかりやればすれ違いが可能なんです

よ、下触らないで。今必ず下から上げようとするからおかしいのであって、あれを橋の環境を出せるわけな

んです。これ国頭村でやっているはずなので、そういった道路なんかも見てもらって、今後のすれ違いがし

やすい方法もちょっと考えたらどうかなと思っていますけれども…。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 仲宗根委員の工法的な話でありましたので、そういう工法が実際あることは承知しているわけですが、現

段階であの城山のこの岩盤といいますか。基礎そういったたぐいのほうを見ますと、向こうのほうで大がか

りな基礎とか、そういったことが非常にできるのかどうか。つまり中腹から下にある2,000トンの貯水池

やったときに、その地層というのが、しっかりした地層ではなくて、本当にいろんな転石も混じった、そう

いった中での地層でありましたし、先ほどお説のそういった工法にしますと、これからいろんな基礎に対し
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ての内容が出てきまして、その工法自体やると、この上からのいろんな落石とか、そういったものも考える

こともありますし、また現在、先ほど副村長が申し上げましたが、現状変更ですね。そういったところにも

いろいろとまた時間がかかります。さらに申し上げました多額の費用、そういったものがもろもろあります。 

 仲宗根委員のお説の内容につきましては、その時代が今の現実的にその多額の巨費を投じて、さらに城山

に対するまた影響が懸念されることも含めますと、いろいろと厳しいということで、と考えています。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 城山の登山道の件については、今後もいろいろと議員の皆さんも多くの方々からその辺の部分の意見とか、

要望を受けてのいろんな一般質問、あるいは質疑だと思っておりますが、この件については、村の考え方は

一貫をしております。前大城村長のときからも、もうこれ以上のこの辺の拡幅しての城山の景観を損なうよ

うな道路の拡張をやらないというのは、ずっと私たちの中では、私はそういう部分で意思統一は図られてい

ると思っておりますが、いろいろな課題はありますが、現状的に確かに仲宗根委員がおっしゃるように、そ

の辺可能だと思います。でもあの城山の中で、例えば車が通らなくて人が歩くとかという部分を拡幅してい

くという部分であれば、現状でも６メートルあって多少危険ではありますが、慎重に運転すれば、そんなに

支障がない登山道だという部分は、バスも上れるわけですから、その辺はぜひ多くの皆さんに理解をしてい

ただきたいと思います。 

 登山道のこの城山に上がるときの右側ですか。治山事業で工事したときにコンクリートがむき出しになっ

て、フェリーから見られたときに、多くの皆さんからその辺の部分の工事の部分について、お叱りをいただ

いたという部分もありまして、今現状はちょっと緑化ができてきておりますが、そういう事々を踏まえて、

多少の安全性のための工事の整備はしていきますが、この辺の部分、相当の工事である。私は治山事業より

もまた今回のこの６メートルの道路をすれば、相当の景観を損なっていくと思っておりますから、そういう

部分でぜひ、議員の皆さんをはじめ、観光に携わる皆さんにおいても、そういう部分で景勝、一番の伊江村

の景勝地であるし、その辺の部分はぜひ御理解をいただいて、そういう中で、安全的にこう登山できるよう

な環境整備には、一生懸命努めていきますが、そういう南側に張りだして道路を拡幅していくという部分は、

基本的に将来的においても村の観光振興をしていく中では、なかなかいい方向性にはいかないと思っており

ますので、その辺はぜひ御理解をいただければと思っております。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ６番 仲宗根清夫委員。 

○ ６番 仲宗根 清 夫 委員 

 じゃあ国頭村のほうは、こういった工法をやっているというのは、もう最初からわかっていたということ

ですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 お答えいたします。 

 国頭村のほうでやっているということは承知してはいませんでした。しかし、以前にもその設計コンサル

といろんなこう話し合いをして、今おっしゃる南側の自然を壊さないでできる方法論で、工法を一応は話を

したことがあるということです。ですからそのときに、やはりこうせり出す工法はあることは、あるけれど

も、実際のところその今の現道のところも基礎が相当、大きな基礎になる可能性があると。そうしますと、
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先ほど申し上げたその既存の大きさによって、周囲つまり逆に今、北側のほうには、先ほど村長がおっ

しゃった擁壁の上に落石防止があるんですよ。その見解というのも、本当に懸念しないといけないことだと

思いますので、この内容につきましては、非常に厳しいということをコンサルのほうとも、厳しいことと多

額の費用もかかるとそういう状況をいろいろと話し合いをした内容を踏まえての、先ほどの答弁でございま

す。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 39ページ、４款衛生費、１目清掃費の７節賃金、説明の101．処分場管理賃金について、二、三お伺いし

ます。 

 まず１点目に、前年度予算と比較して微妙な数字が減額計上されていますね、10万円ですね、とても微妙

です。この点はどういうことか。それから、この処分場管理賃金にかかわる場所は、どこどこなのか。それ

とかかわる人数はどこどこなのかですね。お答えいただけますか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 お答えいたします。 

 ２点目のほうから、ちょっとこの場所につきましては、産業廃棄物処理施設１人、スサカ処分場とこの２

つの場所でありまして、１人と。スサカ処分場が２人でございます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻15時51分） 

 再開します。 （再開時刻15時52分） 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 10万円の減額の微妙な件につきましては、これまでのこの賃金の状況ですね。確か時給とか、そういった

ことで計算していましたが、これ日給等とかに組み替えた計算の方法によっての10万円の減額ということに

なります。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 そこでちょっとお伺いしたいんですけれども、先ほど賃金職員を３カ所、３人の賃金職員を雇い入れると

いうときには、何らかの基準があるんですか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 この産業廃棄物の場所、そしてスサカ処分場のほうにつきましては、その基準というのはございませんが、

これまで実施、雇用された方を優先にやっています。 

 そしてこの方々にもこの現場で重機、シャボを一部取り扱いますので、その中にはシャボの資格のある方

を一応ということで、これまでのやった方を優先に現在採用しています。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 
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 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 役場が雇い入れる賃金職員について、この件の３点について、地域ではそういう話があるんですよ。例え

ば産業廃棄物最終処分場なら、西江上、東江上区の方を優先するとか。そしてスサカ処分場なら、スサカは

１人います、西崎のですね。そういう地域を優先してしかるべきではないかという意見が、私のところに３

者来ていました。ということを今聞いているんですが、その辺考えたことはありませんか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻15時54分） 

 再開します。 （再開時刻15時54分） 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 現在、雇用している方々は、それぞれの地域の方たちからの、地域の方を優先にして、これまで採用され

てきているということも聞いていますので、現在のところ、その方たちを優先として雇用したいと思ってい

ます。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 それではお伺いしますけれども、産業廃棄物最終処分場の今、雇い入れされている賃金職員については、

どこの字の出身でしょうか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 この方につきまして、東江前ですか。ちょっと…。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻15時56分） 

 再開します。 （再開時刻15時56分） 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 産業廃棄物の採用されている方は、西崎出身で、東江前ではありませんので、訂正したいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 村長 島袋秀幸君。 

○ 村長 島 袋 秀 幸 君 

 少し補足をさせていただきます。直接はかかわっておりませんので、私が把握をしている部分でお答えを

させていただきますが、確かに亀里委員がおっしゃるとおり産廃は西崎の方です。スサカには西崎と西江上

の方がいますけれども、先ほど建設課長が答えたように、このシャボですね。重機の運転の関係で、交代し

たと私は聞いております。スサカ、西江上の方はその辺の免許がなくて、この辺ができなくて、保さんが

元々スサカでしたが、そういうこの管理の中で、そういう利便性、この辺の業務の中で、保さんはその辺の

免許を持って、そういう部分の業務ができるという部分の中で、両方交代されたという部分で、私は伺って

おります。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 
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 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 それでは原則として、この処分場のある区の方を優先にするということですよね、原則として。どんなで

しょうか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 そのように、この最終、この２施設がある地域をまた方々を含めて、その方々が優先になるか。そういっ

たことを含めて検討しますが、この雇用につきましては、実際のところ、いつまでずっとですね。そのまま

でいくのかどうかにつきましては、また今後この平成27年度予算の雇用は、その優先の現在の方を優先をし

ていきますが、またその次年度以降、いろんなところを先ほど亀里委員がいろんな村民からの声が聞こえる

ということの内容でありますから、そこら方面をまた聞いて、そういった要望などをあるものを聞いて対応

していけたらと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 あと１点ですね。この両処分場で採用する年齢的な制限とか、そういうのはいかがでしようか。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 その年代を今後、考えていこうということを内部の中でも話はしています。つまり、やはりいろんな年代

のほうですね。各これはこの処理処分場だけではないかもしれません。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻15時59分） 

 再開します。 （再開時刻15時59分） 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 先ほど、この賃金の年代につきましては、この内規の中で70歳未満という、そういう管理方をいろいろな

中で話しをしていましたので、そのときには先ほど申し上げたいろいろな地域のことも含めて、採用する優

先度をどう決めるか。いろいろと話し合って決めていきたいと思います。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ８番 亀里敏郎委員。 

○ ８番 亀 里 敏 郎 委員 

 わかりました。次に、制限年齢が来たときに、再雇用、かわった時には、できるだけこの地域を優先して、

人選していただくことを希望して質疑を終わります。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 休憩します。 （休憩時刻16時00分） 

 再開します。 （再開時刻16時02分） 

 ほかに質疑はありませんか。〔「進行」の声あり〕 

 これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対する者の発言を許します。10番 名嘉 實委員。 

○ 10番 名 嘉   實 委員 

 平成27年度一般会計予算案に反対する立場から討論を行います。 

 本予算案は69億9,600万円、前年度比17億4,200万円、33.16％の増となっておりますが、その内訳は総務

費で18億5,066万円の増、これは多目的屋内運動場の建設費15億3,292万円、レク広場経営危機対策のための

運営補助金700万円、特定防衛施設周辺整備調整交付金基金8,806万円余りの増、特別事業対策費の３億

2,127万円の増、企画費ではマイナス5,000万円などとなっております。民生費では福祉センターへの太陽光

発電施設の設置や保育士の賃上げ等で7,988万円の増となっておりますが、臨時保育士の待遇改善について

は、出費の多い盆、正月のための一時金や退職金の支給、やむを得ず欠勤する場合の有給休暇制度の創設な

どは、村長が施政方針で述べている「職員のやる気を高め、もてる能力や可能性を引き出し、いきいきと働

ける明るく楽しい職場環境づくりに努めること」になくてはならない課題だと考えます。 

 衛生費では1,817万円の増、労働費では失業対策費1,950万円全額がカットされました。農林水産業費では

堆肥センターの完成による減。農地費４億4,813万円の減。複合作物振興費7,898万円減などにより、５億

2,260万円の減となっております。土木費では１億4,453万円の減ですが、本予算案にも住宅リフォーム事業

が計上されました。村民から需要がある間は、継続を望むものであります。教育費では伊江小学校、幼稚園

の改築費などで、４億3,250万円の増となっています。本予算案にも多くの議員の一般質問で、取り上げら

れた住民の要求が反映されていることについては、評価するものでありますが、例年同様、自衛官募集業務

委託金も、歳入で計上されています。 

 暴走する安倍右翼政権は、「集団的自衛権」の行使の容認を解釈改憲で閣議決定し、いつでもどこでもア

メリカとともに戦争ができる国づくりのための、法整備を進めています。軍事予算も過去最高の４兆9,801

億円となり、主要装備は航空機でＶ－22オスプレイ５機516億円、固定翼哨戒機Ｐ－１20機3,504億円、哨戒

ヘリコプターＳＨ66Ｋ138億円、戦闘機Ｆ－35Ａ６機1,032億円、新早期警戒機Ｅ20、１機で232億円。艦船

で防衛艦１隻1,680億円、潜水艦１隻で643億円、イージスシステム塔載護衛艦の能力向上のために２隻分で

168億円、水陸両用作戦用多機能艦船艦艇に関する調査費500万円が計上されております。その他にも、ミサ

イル03式中距離対空ミサイル一個中遂164億円、基地防衛用対地空ミサイル一式56億円などが計上されてお

り、これは外国で戦争するための装備の強化であります。 

 我々沖縄は、去った戦争と引き続き行われている米軍支配によって、日常的に被害を受けています。政府

の戦争政策には常に警戒心を持って、施政に取り組むべきだと考えます。自衛官募集業務委託費を、本予算

案から返上することを求め、反対討論とします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 次に原案に賛成する者の発言を許します。11番 内田竹保委員。 

○ 11番 内 田 竹 保 委員 

 平成27年度伊江村一般会計予算案に賛成の立場で討論を行います。 

 安倍内閣の成長戦略、いわゆるアベノミクスについての地方創生は、離島である本村にはまだ目に見えて

景気がよくなっているとは感じない現状にあります。しかしながら、本議会の平成26年度一般会計補正予算

（第８号）で、地方創生先行型、地域消費喚起、生活支援型に地方創生戦略交付金として4,395万7,000円が

計上されました。これを起爆剤として、今後の経済成長に期待するものであります。 

 県内においては、戦後70年目の節目を迎えますが、いまなお米軍基地は存在しております。昨年の新知事

誕生以来、普天間基地移設問題はますます混迷しており、県民を二分化する傾向にあり、国において早期に
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解決を望むものです。 

 島袋秀幸村長就任以来、４月で満２年を迎えようとしております。平成27年度当初予算額69億9,600万円、

対前年度比17億4,200万円、33.16％の大幅な伸びであります。これは沖縄北部連携促進特別振興事業の多目

的屋内運動場施設整備事業や、沖縄振興特別推進交付金事業による伊江村ホームページの強化、観光振興の

漁業の振興、明るい村づくり、景観づくりの推進、医療保健センターの機能拡充等に予算化されての増であ

ります。 

 また、本予算案では、議員のこれまでの一般質問や質疑の中で、提案や要望をした事項がこれまで以上に

多く予算化され、村民の代弁者である議会の声が随所で反映されておりますことは、島袋秀幸村長の議会重

視の姿勢に敬意を表します。本定例会の冒頭に11項目の基本方針、主要施策15項目の施政方針が示されまし

た。島袋村長の村の将来像、互いに支え合い、誇りを持って豊かな気持ちで暮らし続ける村の実現に向けて、

行政と議会が一体となって取り組もうではありませんか。 

 以上申し上げて、平成27年度伊江村一般会計予算案への賛成討論といたします。 

○ 委員長 渡久地 政 雄 君 

 ほかに討論はありませんか。〔「討論なし」の声あり〕 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第５号 平成27年度伊江村一般会計予算を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。〔起立多数〕 

 起立多数です。したがって議案第５号 平成27年度伊江村一般会計予算は、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

（散会時刻16時12分） 


